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６月２日、泉小学校では４年生を対象に、将来
大工を目指すものつくり大学の学生による木工教
室が行われ、児童たちが小さな大工さんに変身し
ました。
金づちやのこぎりで、くぎ打ちや木材を切る作

業のほか、普段手にすることのないかんなを使っ
て自分の名前を書いたヒノキを削り、名前入りか
んなくずを作るなど、打つ・切る・削るを楽しみ
ながら実践しました。
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５
月
の
14
日
、
21
日
、
28
日
の
３
日
間
、
市
内
６
会
場
で
行
っ
た
「
市
民
と
市
長
の
ま

ち
づ
く
り
集
会
」。
市
長
が
皆
さ
ん
の
地
区
に
出
向
き
、
直
接
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
話

し
合
う
こ
の
催
し
は
、
今
年
で
４
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
う
広
聴
活
動
に
力
を
入
れ
て
お
り
、「
市
長
へ

の
手
紙
」
や
「
市
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」、
そ
し
て
、
少
人
数
で
市
長
と
ひ
ざ
を
交
え
て
親

し
く
語
る
「
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
ー
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
な
ど
、
各
種
の
事
業
を
行
い
、
市
民

の
意
見
を
市
政
に
取
り
入
れ
る
取
り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。

今
年
の
「
市
民
と
市
長
の
ま
ち
づ
く
り
集
会
」
に
は
、
各
地
区
の
自
治
会
長
さ
ん
を
は

じ
め
と
し
て
、
合
計
１
６
５
人
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
皆
さ
ん

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
、
ご
質
問
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

質問に答える横田市長

さ
き
た
ま
古
墳
群
を
世
界
遺
産
に
登
録
す
る

申
請
を
検
討
し
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
世
界

遺
産
に
登
録
す
る
に
は
ど
の
く
ら
い
の
費
用
が

か
か
り
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

上
田
知
事
が
「
さ
き
た
ま
古
墳
群
は
、
世
界

遺
産
に
も
登
録
さ
れ
る
価
値
が
あ
る
」
と
発
言

さ
れ
て
以
降
、
市
で
は
「
行
田
市
世
界
遺
産
登

録
推
進
協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
運
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
世
界
遺
産
登
録
の
運
動
を
進
め

る
こ
と
は
、
行
田
市
が
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
で

あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
行
田
市
の
魅
力
を
、

誇
り
を
持
っ
て
発
信
す
る
こ
と
に
繋
が
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
方
々
が
行
田
市
に
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
ま
ち
が
活
性
化
す
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
き
た
ま
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
は
、

ま
ず
今
の
国
指
定
史
跡
か
ら
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
る
こ
と
が
前
提
で
、
そ
の
た
め
に
必
要
と

な
る
埼
玉
県
の
「
史
跡
埼
玉
古
墳
群
保
存
整
備

基
本
計
画
」
策
定
に
、
市
と
し
て
も
協
力
し
て

い
ま
す
。
こ
の
計
画
に
基
づ
く
整
備
は
、
国
か

ら
最
大
８
割
の
補
助
が
あ
り
、
事
業
は
主
に
埼

玉
県
が
行
い
、
行
田
市
は
そ
れ
に
協
力
す
る
形

と
な
る
こ
と
か
ら
、
直
接
的
費
用
負
担
は
少
な

い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
周
辺
の
環
境

整
備
、
あ
る
い
は
史
跡
整
備
後
の
活
用
な
ど
、

ソ
フ
ト
事
業
に
費
用
を
か
け
る
必
要
が
生
じ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
、
そ
れ
ら
に
か
け
る
費
用
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
さ
き
た

ま
古
墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
は
、
長
い
時
間

と
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
粘

り
強
く
運
動
を
進
め
、
世
界
遺
産
登
録
を
実
現

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

さ
き
た
ま
古
墳
群
の

世
界
遺
産
登
録

ご
意
見
、
ご
質
問
と
そ
の
回
答

（
抜
粋
）

今年は合計１６５人の方に参加いただきました



話
題
と
な
っ
て
い
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
（
ウ
イ
ニ

ー
）
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
ィ
ル
ス
対
策
を
市
で

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

官
民
を
問
わ
ず
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ
フ
ト

「
Ｗ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ
」
な
ど
を
介
し
て
個
人
情
報
な
ど

が
流
出
す
る
と
い
う
事
案
が
多
発
し
て
い
ま
す

が
、
多
く
は
職
場
の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
直
接
情
報

が
流
出
し
た
の
で
は
な
く
、
職
場
で
作
成
し
た

デ
ー
タ
を
持
ち
出
し
、
自
宅
な
ど
の
私
物
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
た
結
果
、
情
報
が
流
出
し
て
し

ま
う
事
案
が
多
い
と
認
識
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
市
で
は
次
の
対
策
を
と

っ
て
い
ま
す
。

①
個
人
情
報
な
ど
に
つ
い
て
は
、
電

子
メ
ー
ル
で
の
送
信
、
外
部
メ
デ

ィ
ア
を
使
用
し
た
持
ち
出
し
を
禁

止
し
て
い
ま
す
。

②
資
産
管
理
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ

り
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
内
の
パ

ソ
コ
ン
を
制
御
。
こ
れ
に
よ
り
、

各
パ
ソ
コ
ン
で
起
動
で
き
る
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
制
限
、
利
用
状
況
の

監
視
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通

じ
、
起
動
時
に
新
し
い
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
な
い
よ
う
な
環
境
を
設
定
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
、「
Ｗ
ｉ

ｎ
ｎ
ｙ
」
な
ど
の
フ
ァ
イ
ル
共
有
ソ

フ
ト
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
て
い
る

パ
ソ
コ
ン
や
「
Ａ
ｎ
ｔ
ｉ
ｎ
ｎ
ｙ

（
ア
ン
チ
ニ
ー
）」
な
ど
暴
露
ウ
イ
ル

ス
と
呼
ば
れ
る
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
個
人
的
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
座
談
会
な
ど
に

参
加
し
て
、
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

地
域
づ
く
り
を
す
る
う
え
で
こ
れ
か
ら
最
も
大

切
な
こ
と
は
、「
協
働
」
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

行
政
に
お
願
い
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
市

民
と
行
政
が
お
互
い
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
共

に
働
き
目
標
に
向
か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
地
区
に
は
、
道
幅
が
狭
く
車
が
す

れ
違
う
の
に
も
苦
労
す
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
場
所
の
道
路
側
溝
に
は
ふ
た
が
あ
り
ま
せ

ん
。
特
に
、
高
齢
者
も
多
い
こ
と
か
ら
、
誤
っ

て
側
溝
に
落
ち
る
と
危
険
だ
と
思
い
ま
す
。
旧

タ
イ
プ
の
側
溝
に
、
ふ
た
か
け
は
で
き
な
い
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
特
注
で
作
っ
て
で
も
、
ぜ

ひ
ふ
た
か
け
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ご
要
望
の
旧
タ
イ
プ
の
側
溝
に
ふ
た
を
か
け

た
場
合
、
車
の
通
行
に
耐
え
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
市
で
は
、

側
溝
の
入
れ
替
え
を
順
次
行
っ
て
い
ま
す
が
、

全
て
の
ご
要
望
に
は
応
え
ら
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。
な
お
、
市
に
は
道
路
、
水
路
な
ど
の
改

修
の
要
望
が
年
間
２
０
０
件
以
上
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
内
対
応
で
き
る
も
の
は
６
割
程
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
評
価
制

度
を
導
入
し
、
箇
所
選
定
の
透
明
性
、
公
平
性

を
さ
ら
に
高
め
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
ご

意
見
、
ご
提
言
は
、
で
き
る
も
の
か
ら
市
政
に

反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
状
況
に

つ
い
て
は
、
市
報
ぎ
ょ
う
だ
５
月
号
で
も
ご
紹

介
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
声
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
行
田
市
を
よ
り
良
い
ま
ち
に
す
る
た
め
、

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

広
報
広
聴
課（
内
線
３
１
８
）
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市
民
と
行
政
の
「
協
働
」

道
路
側
溝
の
整
備

意見・質問の
担当部署

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

計５月１４日 ５月２１日 ５月２８日

佐間公民館

総合政策部 １（０） １２（８）

総務部 ０（０） ２（１）

市民生活部 ０（０） １０（４）

環境経済部 ４（４） １４（１２）

健康福祉部 ２（２） ４（４）

都市整備部 １（０） １２（８）

建設部 ８（５）

４（３）

６（３）

１（０）

７（４）

２（１）

５（３）

２（２）

１（０）

２（２）

４（４） ３１（１９）

消防本部

（教）学校教育部

０（０） １（０）

（教）生涯学習部

１（０） ７（３）

計

４（４） １３（１０）

参加者 ２６人

２（２）

０（０）

０（０）

２（２）

０（０）

０（０）

３（２）

３（１）

２３人

０（０）

１（０）

３（１）

２（１）

０（０）

０（０）

０（０）

４（３）

３５人

３（２）

０（０）

４（１）

０（０）

１（１）

１（０）

０（０）

１（１）

３１人

４（２）

０（０）

２（１）

３（３）

０（０）

０（０）

２（１）

１（１）

２９人

２（２）

１（１）

１（１）

３（２）

１（１）

０（０）

１（０）

０（０）

２１人

須加公民館 長野公民館 持田公民館 星河公民館 中央公民館

１６５人

割合
（％）

１１.３

１.９

９.４

１３.２

３.８

１１.３

２９.３

０.９

６.６

１２.３

２１（１５） １０６（６９）２０（１３） １８（９） １７（９） １５（１０） １５（１３） １００.０

（ ）内は事前受け付け分単位：件

市民と市長のまちづくり集会地区別意見・質問受け付け状況

たくさんのご意見をお寄せいただきました

市
の
ウ
イ
ニ
ー
・

ウ
イ
ル
ス
対
策

お
待
ち
し
て
い
ま
す

あ
な
た
の
ご
意
見
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今
日
み
ら
れ
る
少
子
高
齢
化
、
核
家
族
化
な
ど
に
よ
る
家
庭
教
育
環
境
の
変
化
や
、
情
報
化
、

都
市
化
の
進
展
な
ど
生
活
環
境
の
変
化
は
、
青
少
年
の
意
識
や
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
が
複
雑
多
様
化
し
た
中
、
学
校
内
で
の
い
じ
め

や
不
登
校
、
喫
煙
、
深
夜
に
出
歩
く
な
ど
の
非
行
、
さ
ら
に
は
、
犯
罪
の
低
年
齢
化
や
凶
悪
化

な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が
、
現
代
に
お
け
る
深
刻
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
特
に
青
少
年
が
非
行
に
陥
り
や
す
い
夏
期
・
７
月
を
「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取

り
組
む
全
国
強
調
月
間
」
と
定
め
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
な
ど
が
緊
密
な
連
携
の
も
と
、

青
少
年
の
非
行
防
止
と
保
護
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

覚
せ
い
剤
な
ど
の
薬
物
乱
用
や
飲
酒
・
喫

煙
が
青
少
年
の
心
身
に
及
ぼ
す
弊
害
、
テ
レ

フ
ォ
ン
ク
ラ
ブ
な
ど
の
非
行
や
被
害
の
防
止

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
人
の
命
の
重
さ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の
広
報
啓
発
活
動

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

家
庭
、
学
校
、
地
域
住
民
、
企
業
、
関
係

機
関
、
地
域
の
青
少
年
育
成
団
体
な
ど
が
緊

密
な
連
携
を
取
り
、
露
骨
な
性
描
写
や
粗
暴

性
を
助
長
す
る
内
容
の
出
版
物
な
ど
の
メ
デ

ィ
ア
、
非
行
を
誘
発
し
や
す
い
享
楽
的
な
施

設
な
ど
、
青
少
年
に
影
響
を
及
ぼ
す
有
害
環

境
の
浄
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
と
っ
て
、
家
庭
の

役
割
が
最
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、
家
庭
教

育
に
関
す
る
講
座
を
充
実
し
、
乳
幼
児
期
の

親
子
の
信
頼
関
係
や
基
本
的
な
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
な
ど
、
家
庭
教
育
に
対
す

る
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

物
乱
用
の
防
止
、
飲
酒
、
喫
煙
の
防
止
、
不

良
行
為
な
ど
の
早
期
発
見
、
補
導
な
ど
に
努

め
る
と
と
も
に
、
問
題
を
抱
え
る
青
少
年
な

ど
へ
の
支
援
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
や
そ
の
保
護
者
・
家
庭
が
必
要
な

と
き
に
相
談
し
、
非
行
の
兆
候
を
見
逃
さ
ず

に
受
け
止
め
、
適
切
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
警
察
に
よ
る
少
年
相
談
、
児
童

相
談
所
に
よ
る
相
談
、
福
祉
事
務
所
に
よ
る

犯
罪
や
い
じ
め
、
児
童
虐
待
な
ど
の
深
刻

な
被
害
を
受
け
て
い
る
子
供
た
ち
が
増
加
し

地
域
ぐ
る
み
の
密
接
な
連
携
を
図
り
、
薬

こどもまつりこどもまつり こどもまつり 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
職
業
体
験
、
自
然

体
験
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
な
ど
の
社
会

参
加
や
交
流
活
動
を
通
し
て
、
青
少
年
が
規

範
意
識
や
社
会
性
を
身
に
つ
け
、
ま
た
、
自

立
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
青
少

年
の
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

相
談
、
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
相
談
な

ど
、
各
種
相
談
事
業
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

広
報
啓
発
活
動
を
推
進
し
ま
す

環
境
浄
化
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す

地
域
ぐ
る
み
の

補
導
活
動
を
強
化
し
ま
す

家
庭
へ
の
支
援
の
充
実
に
努
め
ま
す

各
種
相
談
事
業
の

充
実
を
強
化
し
ま
す

青
少
年
の
社
会
参
加
を
促
進
し
ま
す

被
害
少
年
の
保
護
活
動
を
推
進
し
ま
す
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行田市福祉事務所からのご案内
家庭児童相談室

○来室・電話・訪問

家庭や学校での、子供にかかわる悩みごと、どん

な事でも気軽にご相談ください。

○相談内容

性格や習慣、知能やことば、集団生活、不登校

非行、虐待、家族関係、家庭環境、心身障害

○相談日 月曜日～金曜日　午前８時３０分～正

午、午後１時～４時
問い合わせ 子育て支援課（内線２６８）

埼玉県児童相談所からのご案内
児童相談所の相談

児童相談所では、０歳から１８歳未満の児童につ

いて、さまざまな相談をお受けしています。

・家庭で育てられない子供の相談

・性格、行動、しつけについての相談

・障害をもつ子供の相談

・非行のある子供の相談など

○相談日 月曜日～金曜日　午前８時３０分～午後

６時１５分
問い合わせ 熊谷児童相談所（熊谷市箱田５－１２－

１）�５２１－４１５２

埼玉県警察からのご案内
ひとりで悩まず、相談してみましょう

少年サポートセンター北分室熊谷相談室では、お

子さんの非行、家庭内暴力、いじめ、犯罪被害など

でお困りの保護者やお子さんご自身からの相談を受

け付けています。

経験豊富な職員がゆっくりとお話を聞きます。ひ

とりで悩まず、一度お電話ください。

○相談日 毎週火曜日・金曜日(祝日を除く)午前９

時～午後４時
問い合わせ 少年サポートセンター北分室熊谷

相談室（熊谷市本石１－１０熊谷市立婦人児童館

２階）�５２４－４０１６

行田市立教育研修センターからのご案内
日常生活や就学をはじめ、教育上の相談をお受け

します。

対象は幼児から小・中・高校生とその保護者や教

育関係者です。

電話や面接で相談できます。

○相談日 月曜日～金曜日（祝日は除く）午前８時

３０分～正午、午後１時～５時
問い合わせ 行田市立教育研修センター下忍分室

（樋上１９５－２）�５５５－０７８８・０８１９　FAX

５５６－６５０８

て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
職
員
や
保
護
者
を
は

じ
め
と
し
た
周
囲
の
大
人
た
ち
が
、
子
供
の

発
す
る
信
号
を
敏
感
に
と
ら
え
、
対
応
が
で

き
る
よ
う
啓
発
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
、
被
害
を
受
け
た
青
少
年

の
早
期
発
見
と
そ
の
心
身
の
ダ
メ
ー
ジ
か
ら

の
早
期
回
復
に
向
け
た
保
護
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

情
報
化
、
都
市
化
、
消
費
社
会
の
進
行
な

ど
の
社
会
背
景
や
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
な

ど
の
青
少
年
育
成
の
場
な
ど
、
青
少
年
を
取

り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
が
青
少
年
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

青
少
年
の
非
行
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

家
族
の
ふ
れ
あ
い
、
家
庭
の
し
つ
け
や
地
域

の
か
か
わ
り
が
最
も
大
切
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
常
に
青
少
年
の
育
成

に
関
心
を
持
ち
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
非
行

防
止
推
進
活
動
を
す
る
こ
と
で
未
然
に
青
少

年
犯
罪
を
防
ぐ
な
ど
、
青
少
年
が
夢
を
持
て

る
明
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
引
き
続
き
、
明
日
の
明
る
い
社
会

の
た
め
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

ひ
と
つ
く
り
支
援
課
　
�
５

５
６
│
８
３
１
９

ジュニア・リーダー研修会　緑のボランティアジュニア・リーダー研修会　緑のボランティア ジュニア・リーダー研修会　緑のボランティア 

青
少
年
が
夢
を

持
て
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
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犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
の
人
権

に
つ
い
て
、
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、
捜

査
や
裁
判
の
段
階
で
精
神
的
・
時
間

的
な
負
担
が
大
き
い
だ
け
で
な
く
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
過
剰
な
取
材

や
報
道
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
名

誉
棄
損
、
平
穏
な
私
生
活
の
侵
害
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
精
神
的
苦
痛
に
さ

ら
さ
れ
が
ち
で
す
。

最
近
で
は
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の

家
族
に
対
す
る
配
慮
と
保
護
を
図
る

た
め
に
、
刑
事
手
続
な
ど
関
連
す
る

法
律
の
改
正
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
制
度
面
で
の
改
革
だ
け
で

は
な
く
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族

に
対
す
る
無
責
任
な
う
わ
さ
や
中
傷
、

興
味
本
位
で
の
報
道
な
ど
が
生
ず
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
周
囲
の
人
々
の

理
解
と
社
会
的
な
理
解
が
一
層
必
要

で
あ
る
と
と
も
に
、
犯
罪
被
害
者
や

そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
推
進
課
（
内

線
２
２
１
）

日時 ８月２６日（土） 午前８時開始

場所 行田市総合公園（和田１２４２）

主催 行田市

参加自治会 忍・星河地区自治会（３９自治会）

概要 午前８時、埼玉県北部を震源とするマグニチュード

７.４、震度６強を超える地震が発生したとの想定で、忍・

星河地区の住民、地元消防団、防災関係機関などの協力の

もと、各種訓練を実施します。
注意 当日は、午前８時に訓練用のサイレンを鳴らします。

火災と間違えないようご注意ください。
問い合わせ 防災安全課防災係（内線２８２）

近年、街頭犯罪や子供を狙う不審者などが増加しています

が、犯罪を減らすには、防犯パトロールや地域安全マップ作

成などの地域の自主的な防犯の取り組みが重要になっていま

す。県では、こうした活動を支援するため、担当職員が自治

会の会合など地域に出向いて自主防犯活動について説明や助

言を行います。土日や夜の依頼も対応しますので、ご利用く

ださい。
問い合わせ 埼玉県県民防犯推進室　�０４８－８３０－２９４５

気軽にご参加ください

「コーヒーブレークミーティング」
第29回を開催

第２５回行田市防災訓練

市では、市民の皆さんと市長が気軽に親し
く話し合う「コーヒーブレークミーティング」
を行っています。
８月のテーマは「住民による防犯活動につ

いて」です。
市民の皆さんの声を市政に反映させるため、

一人でも多くの方の申し込みをお待ちしてい
ます。
日時 ８月１９日（土）午前９時３０分～１１

時　 場所 郷土博物館会議室　 応募資格
市内在住の方　 定員 ８人（申し込み者多
数の場合は選考） 申し込み方法 ７月２８

日（金）までに、はがきに住所･氏名･年齢･職
業･電話番号のほか、テーマに関する意見など
（アイデアや感じたことでも可）を記入して
〒３６１－８６０１　行田市本丸２番５号
行田市役所広報広聴課「コーヒーブレークミ
ーティング」担当まで
問い合わせ 同課（内線３１８）

「防犯のまちづくり出前講座」をご利用ください



広範囲の家庭排水は、相当の水量になります。市街地では、長雨や大雨のときにはできるだけ風呂や洗濯の排水を
控えて､少しでも下水道を流れる水量を減らしましょう。

次の点に留意し、早めの避難を心がけましょう。
・高い場所に避難する。 ・水圧でドアが開かなくなることがあるので、戸外へ早めに避難する。
・避難するとき、エレベーターや車を使わない。

避難所の位置や非常持出品をもう一度チェックし、災害に備えましょう。
避難所、非常持出品の一覧は、「行田市防災ガイドブック」または

市ホームページ（防災対策）
（http://www.city.gyoda.lg.jp/bousai/map/index.html）をご覧
ください。

大きな災害が発生した場合には、防災機能の著しい低下が予想さ
れます。このような事態が発生したときには、地域住民の皆さんが
協力して活動を行うことにより、被害を最小限に食い止めることが
できます。
阪神・淡路大震災では、倒壊家屋の下敷きになるなどして自力で

脱出できなくなった人たちの多くが近所の住民により救出されたと
の報告があり、大災害が発生した場合、いかに地域住民の皆さんの
力が大切かを物語っています。災害時、地域住民の皆さんが団結し、
組織的に地域の防災活動を行う「自主防災組織」が果たす役割は非
常に大きいものです。
市では、自発的な自主防災組織の設立を支援するため、組織設立

時に、防災活動に必要な資機材の購入費を補助する「自主防災組織
育成事業」を行っています（補助限度額：１０万円）。
問い合わせ 防災安全課防災係（内線２８２）
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日ごろから気象情報に十分注意し、安全対策の確認を行いましょう。
○気象情報への注意
・テレビやラジオなどで気象情報（大雨警報・注意報など）に注意する。 ・市や防災関係機関の広報をよく聞く。
○被害を少なくするための安全対策
・外出先から早く帰宅し、勤務先の家族と連絡を取り、非常時に備える。 ・非常持出品を準備しておく。
・浸水に備えて、家財道具は安全な場所へ移動させる。 ・飲料水や食料を数日分確保しておく。
・停電に備え、懐中電灯や携帯ラジオを用意しておく。 ・日ごろから土のうなどの準備をしておく。

５
月
23
日
、
長
野
の
平
安
閣
で
行
田
市
防
火

安
全
協
会
創
立
50
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

同
協
会
は
昭
和
31
年
に
行
田
市
危
険
物
安
全

協
会
と
し
て
発
足
し
、
そ
の
後
、
市
民
の
防
火

意
識
の
高
揚
や
事
業
所
の
防
火
・
防
災
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
協
会
の
発
展

に
功
労
の
あ
っ
た
人
た
ち
が
表
彰
さ
れ
た
ほ

か
、
消
防
本
部
用
連
絡
車
両
の
目
録
が
、
横
田

保
良
会
長
か
ら
横
田
市
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

横田会長横田会長から横田市長横田市長へ 
車両車両の目録が手渡手渡されました 
横田会長から横田市長へ 
車両の目録が手渡されました 

行
田
市
防
火
安
全
協
会

創
立
50
周
年
を
祝
い
、
車
両
を
寄
贈

台風や豪雨の威力は計り知れないものがあります。しかし、事前の対策をしっかり行うことで、被害を最小限に抑
えることができます。いざというときのため、家庭ぐるみ、地域ぐるみで災害に備えましょう。
集中豪雨に注意！
集中豪雨は、文字どおり短時間のうちに狭い地域に集中して強い雨が降ります。狭い地域に突発的に降るため、予

期することは困難で、小中河川の氾濫
はんらん

などによる被害が予想されます。
特に、市街地では田畑などの「自然の貯水池」の機能が失われ、大半の雨水がそのまま下水道や川に集中して流れ

込むため、下水道の処理能力が追いつかず、川も大量の水を抱えきれなくなる場合があります。その結果、処理しき
れない雨水が市街地にあふれて洪水を起こす「都市型水害」が起こりやすくなっています。気象情報に十分注意して、
万全の対策をとるようにしましょう。

大雨情報に注意し、安全対策の確認を

長雨・大雨時には、排水量を抑えましょう

水害が発生したら…

もう一度、避難所の位置と持出品のチェックを

私たちのまちは、私たちで守ろう！
～住民の、住民による、住民のための自主防災組織～
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市
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
い
っ
そ
う
の
普
及
・
充

実
並
び
に
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
市
内

外
の
幼
稚
園
に
お
子
さ
ん
を
通
園
さ
せ
て
い
る
ご
家

庭
に
保
育
料
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

＊
補
助
金
額
は
市
民
税
の
課
税
額
に
応
じ
て
変
わ
り

ま
す
。

▼
申
請
方
法

幼
稚
園
を
通
じ
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
市
内
幼
稚
園
へ
は
用
紙
を
配
布
済
み
）

な
お
、
市
外
の
幼
稚
園
へ
通
園
し
て
い
る
ご
家
庭

で
、
申
請
し
て
い
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
・
問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
�
５
５
６
―

８
３
１
１

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
賞
金
は
、
１
等
・
前

後
賞
合
わ
せ
て
３
億
円
。
２
等
も
１
億
円
。

宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村
の
明
る
く
住
み
よ

い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

○
１
等
　
２
億
円
×
42
本

○
前
後
賞
　
各
５
千
万
円

○
２
等
　
１
億
円
×
１
２
６
本

○
３
等
　
１
千
万
円
×
４
２
０
本

○
４
等
　
10
万
円
×
４
千
２
０
０
本

▼
発
売
期
間

７
月
13
日
（木）
〜
８
月
１
日
（火）

▼
抽

選
日

８
月
11
日
（金）

▼
発
売
場
所

全
国
の
宝
く

じ
売
場
（
通
信
販
売
で
買
う
こ
と
も
で
き
ま
す
）
▼

問
い
合
わ
せ

財
政
課
（
内
線
３
２
６
）

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
を
支
給
し
ま
す

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
発
売

７月中旬に、税務課より平成１８年度「国民健康保険税」の納税通知書を発送します。
市報ぎょうだ６月号で、平成１８年度の市民税･県民税の算出にあたり、６５歳以上の方の公的年金等に係

る所得の計算方法が改正されたことについてお知らせしましたが、この影響で、国民健康保険税においても
同様に税額が増加する場合があります。
国民健康保険税においては、こうした税制改正の影響による税額の増加を緩和するため、平成１８・１９年度
の２年間に限り、公的年金所得に関する特別控除が適用されます。

【特別控除の適用が行われる方】
次の条件の両方にあてはまる方が特別控除の対象です。特に申請の必要はありません。
①平成１７年１月１日現在で６５歳に達している方（昭和１５年１月１日以前生まれ）
②平成１７年度の市民税･県民税の算出時に公的年金等控除の適用を受けていた方

【特別控除の内容】
○所得割額の算出および低所得世帯に係る均等割･平等割の軽減判定所得の算出にあたって、公的年金控除
額が平成１８年度は１３万円（平成１９年度は７万円）上乗せされます。

計算例 （平成１８年度）
収入が公的年金のみで配偶者を扶養している夫婦２人が国民健康保険に加入している世帯の場合、同じ

年金収入額であっても、平成１７年度に比べ平成１８年度の国民健康保険税は増額となります。
年金収入額によっては、所得割額の非課税世帯から課税世帯への移行や、軽減世帯の該当に変更が生じ

る場合がありますので、年税額全体での増加額は表のように異なります。
（平成１７年１月１日現在６５歳に達している夫婦２人、収入は夫の年金のみの場合）

※固定資産税額は平成１７･１８年度いずれも１０万円とした場合の試算です。
表の税額は、あくまでモデル世帯での計算例です。
実際の国民健康保険税の税額は、収入はもちろん、国民健康保険に加入されている世帯員の人数や期間、

固定資産税額などによって世帯ごとに異なります。
詳しくは、納税通知書の内容および同封される説明資料をご覧ください。
問い合わせ 税務課市民税係（内線２３２･２３１）

年金収入額

１７０万円

１８５万円

２１０万円

国民健康保険税（年額）

平成１７年度

５５,８００円

６５,７００円

９６,９００円

平成１８年度

５９,１００円

８１,９００円

１２３,５００円

増加額

３,３００円

１６,２００円

２６,６００円

増加理由

所得割非課税から課税への変更

６割軽減から４割軽減への変更

４割軽減から軽減対象外への変更

２５０万円 １５０,９００円 １５６,７００円 ５,８００円 税制改正のみの影響　
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所得が少ないなど、保険料を納めることが経済的に困難な場合には、本人の申請手続きによって保険料
の納付が免除または猶予される制度があります。

①免除（全額免除・一部納付）申請
本人、世帯主、配偶者の前年所得が一定額以下の場合に申請手続することにより、保険料の納付が全額

免除または半額納付などの一部納付となります。
②若年者納付猶予申請
３０歳未満の方で本人、配偶者の前年所得が一定額以下の場合に申請することにより、保険料の納付が

猶予されます。

免除・若年者納付猶予基準額

★１/４納付（保険料額３，４７０円）・３/４納付（保険料額１０，４００円）は、平成１８年７月より実施
＊一部納付（一部免除）制度は、保険料の一部を納付することにより、残りの保険料の納付が免除となる制度です。
一部保険料を納付しなかった場合は、その期間の一部免除が無効（未納と同じ）となるため、将来の老齢基礎年金の額に反
映されず、また、障害や死亡といった不慮の事態が生じた場合に、年金を受け取ることができなくなる場合もあります。
＊若年者納付猶予は全額免除と同基準となります。
＊退職者、震災・風水害などの被災者の方は所得に関係なく該当する場合がありますので、ご相談ください。
★ ご持参いただくもの
・年金手帳　・認印（代理の方が申請される場合）・市町村役場で発行される所得証明書（平成１８年１月１日に行田市に
住所のなかった方）

＊ 免除申請および承認は、７月から翌年６月までを区切りとします。

問い合わせ 保険年金課国民年金担当（内線２７０）

年金保険料を納めることが難しい方は
‥‥申請免除の手続きを

３/４納付半額納付

一　部　納　付

１/４納付

全額免除
（若年者納付猶予）

世　帯　構　成

４人世帯

２人世帯

単身世帯 ５７万円

９２万円

１６２万円

９３万円

１４２万円

２３０万円

１４１万円

１９５万円

２８２万円

１８９万円

２４７万円

３３５万円

老人保健受給者の皆さんへ
皆さんが医療機関で受診される際のお支払いには、所得の状況に応じ1割または２割の負担をお願いして

います。
この負担割合は、毎年新しい年度の市民税の課税所得が確定することにより、見直しを行っており、所

得判定対象者の課税所得が１４５万円以上の方は２割、（１０月１日からは３割）となります。
負担割合に変更のある方には、８月１日（火）から使用していただく新しい老人保健受給者証を７月中旬

にお送りします。
なお、負担割合に変更のない方にはお送りいたしません。

○負担割合が２割の方へ
同じ世帯の高齢者（所得判定対象者）の平成１７年中の収入（合計）額が次に該当する場合は、１割とな

ります。該当すると思われる方は、７月２８日（金）までに保険年金課に申請してください。
なお、８月以降の申請による負担割合の変更については、申請月の翌月１日からの適用となります。

問い合わせ 保険年金課医療担当（内線２２６・２２７）

所得判定対象者　　同じ世帯の７０歳以上の方 （６５歳以上で障害認定を受けている方も含む）

２人以上の場合

１人の場合

平成１７年中の収入額の合計が５２０万円未満の場合

平成１７年中の収入額が３８３万円未満の場合
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木造住宅の無料耐震診断を受けてみませんか
私たちの住む埼玉県でも、阪神淡路大震災と同程度の地震が発生する可能性があると言われています。地震による

被害を少なくするためには、建築物に耐震性を持たせる必要があります。

市では、建物の所有者に対して建築物の耐震性があるかどうか知っていただくため、埼玉県行田県土整備事務所と

合同による木造住宅耐震診断会を下記のとおり開催することとなりました。

診断の対象となる建物は、平屋または２階建ての木造（在来工法、枠組壁工法）住宅で、パソコンソフトを使用し

た簡易診断となります。

当日は、聞き取り調査を主体に実施し、診断結果については後日の報告となります。なお、耐震性が劣る場合には、

補強案を提示して耐震改修についての説明を行います。

診断には、建築確認通知書または簡単な平面図が必要となりますので、必ず持参してください。

また、会場準備の都合上、事前に開発指導課へ電話またはFAXにてご予約をお願いします。

県では、都市の景観形成に対する県民意識の高揚を図るため、昭和６２年度から「彩の国景観賞」を実施して

います。

本年度も下記のとおり作品を募集していますので、ふるってご応募ください。

募集期間 ７月１日（土）～８月３１日（木）

募集作品

表　　彰 平成１９年１月（予定）

申し込み 所定の応募用紙（埼玉県県土づくり企画室、行田県土整備事務所、市開発指導課で配布）に必要事項を

記入の上、８月３１日までに提出

問い合わせ 埼玉県県土づくり企画室 �０４８―８３０―５３６７　Ｅメール　a５３６０―０８@pref.saitama.lg.jp

診断にあたっての注意事項

申し込み・問い合わせ　開発指導課建築指導係（内線３６４・３６３）FAX５５３―４５４４

日　程

診断対象住宅：平屋または２階建ての木造住宅です。

持参する書類：建築確認通知書または簡単な平面図（間取りがわかる図面など）を持参してください。

受 診 会 場：ご都合の良い会場で受診されて結構ですが、事前に電話またはFAXにて予約を

お願いします。

会　　場 開催日 時間

太井公民館ホール ７月３０日（日） 午前９時～正午

荒木公民館ホール 午後５時～８時

星宮公民館ホール ８月 ３日（木）

８月 ３日（木）

午後５時～８時

忍・行田公民館ホール ８月２７日（日） 午前９時～正午

会　　場 開催日 時間

埼玉公民館ホール ８月３１日（木） 午後５時～８時

南河原公民館和室 午後５時～８時

持田公民館ホール ９月 ３日（日）

８月３１日（木）

午前９時～正午

長野公民館ホール ９月１０日（日） 午前９時～正午

部　　　門

たてもの・まちなみ部門

みどり部門

心に潤い部門

対 象 と な る 作 品

優れた景観を創出している建造物やまちなみなど

みどり豊かなまちづくりに寄与する公園、緑道など

生活空間に潤いを与え、環境に配慮した建造物や良好な景観を守り育てる活動など
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警察入口・臨時バス停（佐間経由吹上行） 
産業道路・臨時バス停（佐間経由吹上行） 

※駐車場は市役所・バスターミナルをご利用ください  ＝ Ｐ 
●朝日バス（佐間経由吹上駅行き） 
　　　　　　は産業道路経由になります。 
●朝日バス（前谷経由吹上駅行き・熊谷行き） 
　　　　　　は行田市駅前経由になります。 

車両全面通行禁止区域（歩行者天国） 
30日（日）午後3時30分～9時30分 
路線バス・市内循環バスのみ通行可 
大型車は市内通行できませんので迂回をお願いします。 

規制時間帯バス迂回路 
（午後1時より最終まで迂回します） 

日時 7月30日　 
  午後3時30分～9時30分 
前夜祭 
7月29日   
午後4時～9時30分 
　前夜祭の交通規制区域は 
　右略図のとおりです 

〈凡　例〉 

愛宕神社前臨時バス停（熊谷・前谷経由吹上行） 
旭町臨時バス停（佐間経由吹上行） 
浄水場入口臨時バス停（佐間経由吹上行） 
 

迂　回　路 

行田市観光協会 
　556-1111

行田警察署 
　553-0110

前夜祭交通規制略図 

埼玉りそな 
銀行 川島書店 

武蔵野銀行 

行田市駅 

125
号国
道 

問い合わせ 
行田浮き城まつり実行委員会 
　080-1233-2177

29

29日（土）前夜祭 
太鼓演奏 
浮き城横丁 
（フリーマーケット） 
ステージイベント 

30日（日）市民祭 
神輿渡御 
浮き城だんべ踊り、 
新行田音頭の演舞、 
ダンスコンテスト、 
ヨサコイソーラン、 
山車のたたきあい 

催 し 物 

  さきたま 
  古墳公園 

至
鴻
巣 

水城
　   
公園
 

前夜祭の交通規制も 
あります 
7月29日（土） 
午後4時～9時30分 

大型車 
迂　回 

大型車 
迂　回 

至熊谷 

至熊谷・深谷・高崎 

至熊谷
 

熊谷バイパス 

至さいたま 

国道125号 

至羽
生 

武  

蔵  
水  
路  

Ｊ
Ａ
行
田
長
野 

中
央
支
店 

農 

免 

道  

路 

至鴻巣市吹上 

17号 

至加須・栗橋 

至熊谷 125号バイパス 

南  

大  

通  

り 東照宮 

コミ
セン
 

消
防
署 

行
田
警
察
署 

産
　
業  
　
道
　
路 

浄水場 
東小 

南
小 

文 

文 

新
町
通
り 

八幡神社 

埼玉りそな 
銀行 

〒 

行田市駅 

市
役
所 

産
文 

市
内
循
環
バ
ス 

朝
日
バ
ス
迂
回
路 

前
谷
経
由
吹
上
行 

熊
谷
行 

（
　
　
　
　  

） 

朝
日
バ
ス
迂
回
路 

佐
間
経
由
吹
上
行 

（
　
　
　
　  

） 文 
行中 

2

3

4

5

警備本部 

1

P

P

P

カメラ屋 

そ
ば
屋 

バスターミナル 

下水処理場見学会

日時 ９月６日（水）～８日（金）【午前の部】

午前１０時～　【午後の部】午後１時３０分～

場所 元荒川水循環センター（桶川市小針領

家９３９） 対象 市内在住・在勤の方　 参加

無料 集合・解散 元荒川水循環センター

申し込み・問い合わせ ８月８日（火）までに

電話で下水道課普及促進係へ �５６４―０３０３

作品コンクール標語募集

募集作品 日常生活における下水道に関する

事柄について、自由に発想・表現した標語　

応募資格 県内在住・在勤・在学の方　 応募

方法 はがきまたははがきサイズの用紙に作品

１点、住所、氏名（ふりがな）、年齢（児童・生

徒の場合は学校名・学年・クラスを記入）、電話

番号を明記して、郵送または持参もしくはＥメ

ールで　※連名による応募は不可　 締め切り

９月１５日（金）必着　 申し込み・問い合わせ

（財）埼玉県下水道公社経営企画課作品コンクー

ル担当（〒３３８―０８３７　さいたま市桜区田

島７―２―２３） �０４８―８３８―８５８５

Ｅメール　master@saitama-swg.or.jp

第４６回下水道の日

日時 ７月２８日（金）【１回目】午前９時～正午【２回目】午後１時３０

分～４時３０分　 場所 元荒川水循環センター（桶川市小針領家９３９）

対象 小学生と保護者　 定員 各回とも２０組４０人（先着順） 内容

水処理施設の見学と水質実験の体験学習　 参加無料 申し込み・問い合

わせ ７月２０日（木）午後５時までに電話で埼玉県下水道公社北部支社庶務

担当へ　�０４８―７２８―２０１１

夏休み親子下水道教室

労働保険料（労災保険・雇用保険）の第二期分の納期限は８月３１日です。

納付書につきましては納期限の１０日前ごろ、事業場あてに送付しますの

で、最寄りの金融機関にて納付をお願いいたします。

問い合わせ 埼玉労働局総務部労働保険徴収課

�０４８－６００－６２０３

事業主の皆さんへ　労働保険からのお知らせ

産業文化会館照明室天井アスベスト除去工事に伴い、休館とさせていただ

きます。 期間 ９月１日（金）～３０日（土） 場所 産業文化会館ホール

問い合わせ （財）行田市産業・文化・スポーツいきいき財団 �５５６―６

３７１

行田市産業文化会館休館
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市では皆さんの福利厚生の増進を図るため、市指定保養
宿泊施設を利用する方々へ利用料金の一部補助を行ってお
ります。家族旅行などに、ぜひご利用ください。
補助対象者 市内に住所のある方
補助金額 大人（中学生以上）１人１泊３，０００円

子供（３歳以上小学生以下）１人１泊１，５００円

補助金支給限度 一年度内２泊まで
申請期間 利用日の１０日前まで
申請方法 直接宿泊施設に利用予約をした後、生活課⑯番

窓口へ申請してください。（印鑑持参、シャチハ
タ不可。同行する方の住所、氏名、生年月日を確
認しておいてください）

補助方法 申請により交付される補助券を施設へ提出していた
だくと補助金額分を差し引いた額で宿泊できます。

問い合わせ 生活課市民生活係（内線２５２）
市指定保養宿泊施設

指定市民保養施設利用料金補助制度をご利用ください

児童デイサービスのご案内

募集項目 受　付　 試　験

航　空　学　生 ８月１日～９月 ８日 ９月２３日　　

看　護　学　生 ９月８日～９月２９日 １０月１５日

一般曹候補学生
８月１日～９月 ８日 ９月１６日

曹　候　補　士

２等
陸海空士

通　年　実　施 受付時に通知

女子

男子

８月１日～９月 ８日 ９月２４日・２５日

防衛庁では、次の通り採用予定者の受付および試験を行います。

※各説明会を７月２３日（日）午前１０時～午後３時に
熊谷募集事務所で実施します
※自衛隊生徒説明会を８月３日（木）午前１０時～午
後１時に熊谷基地で実施します
※７・８月入隊２等陸・海・空士も募集します
※日本国籍を有し、平成１９年４月１日現在１８歳以
上２７歳未満の男女（募集項目により、受付開始日および
年齢制限が異なります）

問い合わせ・願書・資料請求　自衛隊埼玉地方連絡部

熊谷募集事務所 〒３６０－００３７熊谷市筑波３－９０－１

国際ビル２階 �５２２－４８５５　ホームページ

http://www1.ttcn.ne.jp/̃kumagaya/

平成１８年度自衛官募集

市では、平成１８年度から埼玉県電子入札共同システムに参加し
ます。
これにより、平成１９・２０年度の建設工事などの指名競争入札

参加資格審査申請の受け付けが埼玉県電子入札共同システムによ
るものとなり、受付時期が埼玉県と同時となる予定です。（時期は
未定ですが、例年より早まる見通しです）
建設工事などの入札参加資格審査を申請しようとしている業者

の方は、埼玉県のホームページまたは今後市の契約検査課から発
信する情報をご覧ください。
問い合わせ 契約検査課契約係（内線２１３）

平成１９・２０年度指名競争入札参加資格審査申請の受け付け

市内に主たる事業所を有し、指名参加願いを提出していない方
の受注機会を拡大し、市内経済の活性化を促進するため、小規模
契約希望者登録制度の受け付けを随時行っております。
契約の対象となるのは、市が発注する建設工事、修繕、業務委

託、建設資材、物品購入などについて、比較的軽易で履行の確保
が容易であるもののうち、契約金額が原則として５０万円以下のも
のとし、建設工事についてのみ１００万円以下と定めています。申
請書などは、契約検査課に用意してあります。また、市ホームペ
ージ（市民便利帳）からも申請用紙がダウンロードできます。
問い合わせおよび提出先 契約検査課契約係（内線２１３）

小規模契約希望者登録制度のご案内

行田市社会福祉協議会では、就学前の発育・発達に遅れが
あると思われる児童に対して、さまざまな領域の遊びや基本
的な生活習慣指導を取り入れ、社会生活に適応できるよう相
談・援助・機能訓練を行い、児童の発育を促すようサポート

していきます。
実施日時
毎週火曜日・金曜日　午前９時３０分～午後２時３０分
利用に関する相談・問い合わせ
福祉課障害福祉担当（内線２６６）
行田市社会福祉協議会 �５５７－５４００

休暇村裏磐梯 福島県北塩原村 ０２４１-３２-２４２１

国民宿舎翁島荘 福島県猪苗代町 ０２４２-６５-２８１１

かんぽの宿大洗 茨城県大洗町 ０２９-２６７-３１９１

奥日光湯元 おおるり山荘 栃木県日光市 ０１２０-５８２-８７０

かもしか荘 栃木県那須塩原市 ０２８７-３２-２５２４

塩原 ホテルニュー八汐 栃木県那須塩原市 ０１２０-５８２-８５２

塩原 ホテルおおるり 栃木県那須塩原市 ０１２０-５８２-８５３

塩原 ホテル八汐 栃木県那須塩原市 ０１２０-５８２-８５６

塩原温泉ホテル 栃木県那須塩原市 ０１２０-５８２-８５４

塩原 ホテル岩嶽 栃木県那須塩原市 ０１２０-５８２-８７１

施設名 所在地 電話番号

※★印の施設は施設老朽化のため、改装中です。再オープンにつきましては、後日お知らせします。
※尾瀬高原ホテルでは行田市民であることを伝えていただければ、協定料金にて宿泊できます。また、指定市民保養施設利用料金補助と併用できます。

那須高雄 おおるり山荘 栃木県那須町 ０１２０-５８２-８６５

鬼怒川 ホテルニューおおるり 栃木県日光市 ０１２０-８８３-４８９

鬼怒川 旅荘おおるり荘 栃木県日光市 ０１２０-５８２-８５９

鬼怒川 ホテル沢風 栃木県日光市 ０１２０-５８２-８６３

休暇村那須 栃木県日光市 ０２８７-７６-２４６７

湯西川 平家本陣 栃木県日光市 ０１２０-５８２-８６１

かんぽの宿草津 群馬県草津町 ０２７９-８８-５７６１

休暇村鹿沢高原 群馬県嬬恋村 ０２７９-９８-０５１１

尾瀬高原ホテル 群馬県片品村 ０２７８-５８-７５１１

ホテルコープ・シャトウ猿ヶ京 群馬県みなかみ町 ０２７８-６６-１１５１

施設名 所在地 電話番号

草津 ホテルおおるり 群馬県草津町 ０１２０-５８２-８５１

草津 ホテルニュー紅葉 群馬県草津町 ０１２０-５８２-８６７

国民宿舎両神荘 埼玉県小鹿野町 ０４９４-７９-１２２１

国民宿舎サンライズ九十九里 千葉県九十九里町 ０４７５-７６-４１５１

国民宿舎胎内パークホテル 新潟県胎内市 ０２５４-４８-３３２１

★かんぽの宿柏崎 新潟県柏崎市 ０２５７-２３-４２１０

ニューグリーンピア津南 新潟県津南町 ０２５７-６５-４６１１

かんぽの宿山中湖 山梨県山中湖村 ０５５５-６２-３５１５

国民宿舎ロッジ白樺 長野県立科町 ０２６７-５５-６６００

あずまや高原ホテル 長野県上田市 ０１２０-５４-１２６３

施設名 所在地 電話番号
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試験日時 ９月１７日（日）午前８時３０分（受付
は午前８時１０分～）
試験会場 行田グリーンアリーナ（行田市総合体育館）
募集職種・募集人数（予定）
○電気技術職　１人　
○消防職　　救急救命士 若干名、その他 若干名　
※採用予定人数は、欠員状況により変更になる場
合があります。

受験資格
○電気技術職
昭和５５年４月２日から昭和６０年４月１日ま

でに生まれた方で、学校教育法による大学で電気
の専門課程を専攻し卒業した方および平成１９年
３月３１日までに卒業見込みの方
○消防職
学校教育法による大学・短期大学(専門学校(修業

年限２年以上)を含む)を卒業した方および平成１９
年３月３１日までに卒業見込みの方の最終学歴に
より、次の学歴区分ごとの生年月日に該当する方
・大学卒　昭和５５年４月２日から昭和６０年４
月１日までに生まれた方
・短大卒　昭和５７年４月２日から昭和６２年４
月１日までに生まれた方
救急救命士については、上記に該当する方で、

救急救命士の資格を有する方および来春までに資
格を取得できる見込みの方　
申し込み ８月１日（火）から１１日（金）まで人
事課で行います。(郵送の場合は８月１０日（木）
の消印まで有効) 試験案内・申込書は、７月３日
（月）から人事課で配布します。
問い合わせ 人事課（内線２０８）

市職員を募集します

日時 ７月２５日（火）正午～午後４時
会場 さいたまスーパーアリーナ
趣旨
｢彩の国さいたま人づくり広域連合｣では、分権時

代を担う人材を確保することを目的として、｢市町村
職員採用合同説明会｣を開催します。
各市町村ごとに設置するブースでは、市町村の特

色や職員の募集状況、勤務状況などについて、直接
人事担当者に聞くことができます。
この説明会は、採用試験や面接試験の場ではあり

ません。市町村職員を志望する皆さんに、職員採用
試験や仕事の内容について知っていただく場として
設けていますので、多くの市町村ブースにお気軽に
お立ち寄りください。
採用合同説明会への参加は無料、予約不要、入退

場自由です。
問い合わせ 彩の国さいたま人づくり広域連合人
材開発部 �０４８―６６４―６６８１（直通）

市町村職員採用合同説明会

試験日時 １０月２２日（日）午前１０時開始　 場所 獨協大学
（東武伊勢崎線松原団地駅下車） 受験案内配布期間 ７月３日（月）
～３１日（月） 受験案内配布場所 埼玉県社会福祉協議会（彩の
国すこやかプラザ）、各市町村介護保険担当課および市町村社会福
祉協議会、県介護保険課および県福祉保健総合センター　 受験資
格 保健・医療・福祉分野で、原則として合計５年以上かつ９００
日以上の実務経験を有する方　＊受験資格対象業務が若干拡大され
ました。詳しくは「試験案内」をご覧ください。 受付方法 簡易
書留による郵送受付（持込不可） 受付期間　７月３日（月）～３１
日（月）（当日消印有効） 費用 ９,０００円（受験手数料８,０００円
および試験問題作成手数料１,０００円） 問い合わせ 埼玉県社会福
祉協議会福祉研修・人材センター研修課 �０４８―８２４―３１１１
（試験専用）ＦＡＸ０４８―８２５―９１８５　Ｅメールhello-cm
＠fukushi-saitama.or.jp

平成１８年度 埼玉県介護支援専門員実務研修受講試験

日時 ８月１０日（木）午後１時～４時　 場所 大宮ソニックシ
ティビル地下展示場　 対象 県内在住の方（ただし新卒者を除
く） 参加企業 １３０社予定　 参加無料 その他 履歴書（複
写可）持参、予約不要、入退場自由、参加企業の求人情報冊子を来
場者全員に配布　 主催 埼玉県中小企業団体中央会　 後援 埼
玉県、埼玉労働局ほか　 問い合わせ 埼玉県中小企業団体中央会
地域求職活動援助事業推進室 �０４８―７５３―３７２７

企業合同就職説明会

○特別障害者手当
２０歳以上で､重度の障害により日常生活において常時特別の介

護を必要とする状態にある方に支給されます。
※施設入所中の方や３カ月以上継続して入院している方は、受け
られません。
※所得による支給制限があります。

○障害児福祉手当
２０歳未満で身体または精神に重度の障害がある方に支給されます。
※施設入所中の方や障害を支給事由とする年金を受給している方
は、受けられません。
※所得による支給制限があります。

手当を受給するためには、申請が必要となりますので下記までお問
い合わせください。
問い合わせ 福祉課障害福祉担当（内線２６６）

特別障害者手当・障害児福祉手当のお知らせ
～重い障害のために常時介護を必要とされている方へ～

支給額

支給月

月額２６,４４０円

２月・５月・８月・１１月

対象者

支給額

支給月

①身体障害者手帳１および２級の一部の方、療育手
帳�相当の方
②精神、血液疾患、肝臓疾患などで、①と同程度の
障害を有する方

月額１４,３８０円

２月・５月・８月・１１月



18

・６５歳以上の方は個別健診（医療機関実施）になります。
日程・会場

受付時間 午後１時３０分～２時３０分（1時から整理番
号札を配布）

対 象 者 １５歳以上６４歳以下（平成１８年４月1日現在）
＊９月１１日（月）は１５歳以上３９歳以下（平成
１８年４月１日現在）

持 ち 物 受診券（はがき）、健康手帳、健康保険証
健診内容 身体計測、尿検査、血圧測定、血液検査

４０歳以上は理学的検査（心電図検査、眼底検
査は医師の指示により実施）

費　　用 ５００円（行田市国民健康保険証を提示された方は無料）

※がん検診（肺がん・大腸がん・前立腺がん）も同時に受けられます
対象者・費用 肺がん・大腸がん検診……４０歳以上　無料

前立腺がん検診……５０歳以上の男性　５００円
・受診券（はがき）は４月中に対象者へ送付しておりますが、お持ちでない
方はご連絡ください。
・原則、受診券（はがき）の再発行はできませんので紛失にはご注意ください。

希望される方は、平成１９年２月２８日まで受診できます
ので、受診券裏面に記載されている医療機関へお申し込みく
ださい。
なお、実施医療機関にヤナダ診療所（埼玉４８６９番地�５５

９－２２００）が追加となりました。
詳細・不明な点などは保健センターにお問い合わせください。

保 健 案 内
保健センター　Tel.553－0053／Fax.555－2551

・診療科目……内科、小児科、外科　

・診療時間……午前１０時～午後５時

＊医療機関が変更されることがありますので、事前にお問い合わせください。

・行田中央総合病院 �５５３－２０００

・壮幸会行田総合病院　 �５５２－１１１１

◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知りたいとき

・行田市消防署　 �５５６－３００５

・埼玉県救急医療センター　�０４８－８２４－４１９９

休日急患診療
期　　　日 医療機関名

７月１６日（日）

１７日（月）
壮幸会行田総合病院　

期　　　日

７月２３日（日）

３０日（日）

医療機関名

行田中央総合病院

集団基本健康診査（予約制）

日　　程 会　　場

７月２５日（火）

８月 ８日（火）

９日（水）

持田公民館

保健センター

荒木公民館

日　　程

９月 ５日（火）

１１日（月）＊

２６日（火）

会　　場

地域文化センター

保健センター（ヤング健診）

下忍公民館

母親学級

個別基本健康診査

対　　象 初妊婦（家族の参加可）
受付時間 午後１時１５分～１時３０分　
場　　所 保健センター２階集団指導室
持 ち 物 母子健康手帳、筆記用具
申し込み 母子手帳交付時にお渡しした申し込みはがきま

たは電話にて８月１４日（月）までにお申し込
みください。

日　　程

８月２１日（月）

内　　　容

オリエンテーション
妊娠の生理と分娩経過

妊娠中の食事

担　　当

保　健　師
医　　　師
栄　養　士

８月３０日（水）
むし歯予防

妊娠中と産後の生活
お友達をつくろう

歯 科 医 師
助　産　婦
保　健　師

９月１３日（水）
赤ちゃんの保育

お風呂の入れ方（体験実習）
保　健　師

〃

日程・会場

受付時間 午後０時３０分～１時３０分
対 象 者 乳がん検診…国の指針のとおり平成１８年度より

同一人について２年に１回の検診となります。
４０歳以上の偶数年齢の方（平成１８年４月１日現在）
および平成１７年度に受診していない奇数年齢の方
子宮頚がん検診…２０歳以上の方

費　　用 １,２００円（７０歳以上の方は無料）
乳がん検診のみの場合８００円（７０歳以上の方は無料）
子宮頚がん検診のみの場合４００円（７０歳以上の方
は無料）

検査方法 乳がん検診…問診、視触診、マンモグラフィー
（乳房エックス線検査）
子宮頚がん検診…問診、内診、細胞診

注意事項 すでに何らかの自覚症状があり、速やかに医療を
受診することが適当な方や、次の事項に該当する
方は検診を受けることができません。
（１）乳がん検診

①乳房に関する疾病で経過観察中、治療中、
手術後の方。
②豊胸手術を受けている方。
③現在授乳中、妊娠中（可能性も含む）の方。

（２）子宮頚がん検診
①子宮に関する疾病で経過観察中、治療中、
手術後の方。
②生理中または妊娠中（可能性も含む）の方。

申し込み 電話でお申し込みください。
各会場ともに定員がありますので、やむをえず希
望日の変更をお願いすることがあります。定員に
なり次第締め切ります。

レディース検診（乳がん、子宮頚がん合同検診）

期　　日 会　　場

７月３１日（月）

８月 １日（火）

２日（水）
保健センター

期　　日

１０月 ３日（火）

１１月 ８日（水）

１４日（火）

９月２８日（木） １２月１８日（月）

会　　場

忍・行田公民館

保健センター
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・対象の方には個人通知します。
・対象者以外（平成１８年３月３１日以前に生まれて生後６月に達するま
での間の子）でまだ受けていないお子さんはこの機会に受けてください。
・生後６月に達するまでに医学的に接種が不適当であると医師が判断し
た乳児（心臓血管系、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患および発育障害などの疾患
を有する者など）について、医師による医学的判断がなされ１歳に達す
るまでにＢＣＧ接種が可能な場合は保健センターまでご連絡ください。
・必ず受付時間内に会場へお越しください。遅れると受けられません。
・お子さんの日ごろの状態をよく知っている方が連れてきてください。
・体温は接種会場で測定してください。
・慢性の病気があったり、継続して治療を受けているお子さんは、かか
りつけの医師に相談してから受けるようにしましょう。

BCG予防接種
日　　程

受付時間 午後１時３０分～２時２０分
場　　所 保健センター　　
持 ち 物 母子健康手帳

７月２６日（水） 平成１８年４月１日～１５日生まれ

８月 ３日（木） 平成１８年４月１６日～３０日生まれ

期　　日 対　象　者

ことばの相談
日　　時 ８月１日（火）午前、８月２１日（月）午後
会　　場 保健センター
対　　象 ことばについて心配のある平成１２年４月２日

以降に生まれた幼児（例えば、ことばの発達が
ゆっくり、発音が気になるなど）

内　　容 言語聴覚士による個別相談
申込方法 ７月２４日（月）までにお電話でお申し込みく

ださい。相談時間は後日保健センターから連絡
します。

保健センターの各種相談と催し ＊会場は保健センター 

名　　称 対　象　者 期　　日 時　　間 内　容　な　ど 

受付午後１時～１時３０分 ４カ月児健診は月２回実施しますが、対象者には事前にどちらか 
の日程で通知します。　 

８月 ４日（金） 

８月２２日 (火） 
平成１８年３月１５日～４月１４日 
生まれの子 

８月１１日 (金） 平成１７年２月生まれの子 

８月２４日 (木） 平成１６年１月生まれの子 

８月１８日 (金） 平成１５年２月生まれの子 

受付午後１時３０分～２時 ８月２９日（火） 事前に電話申し込みが必要です。 

受付午前９時４５分～１０時 
９月 ５日（火） 

９月２６日（火） 
赤ちゃんとの遊びなどを通じた母親同士の仲間づくりの場です。 
２日間とも参加できる方。事前に電話申し込みが必要です。　 

午前９時３０分～１１時３０分 

午後１時３０分～３時３０分 ８月 ７日（月） 
小学校入学前の親子 育児に関する相談を保健師、栄養士がお受けします。 

事前に電話申し込みが必要です。 

８月２８日 (月） 

８月１７日 (木） 

小学校入学前の親子 
親子で遊んだり親同士が話をする場です。身長計、体重計が 
あります。市内のサークル情報など話題も豊富です。 
　 

平成１８年３月１５日～４月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

平成１８年２月１５日～４月１４日 
生まれの子をお持ちの方 

受付午前１０時～１１時 

午前１０時～１１時 ７月１９日（水） 健康に関する相談をしたい方 健康に関する食事や日常生活についての相談をお待ちしています。 

４カ月児健診  

１歳６カ月児健診 

２歳児歯科健診 

３ 歳 児 健 診  

離 乳 食 教 室  

コ ア ラ 教 室  

乳 幼 児 相 談  

親 子 広 場  

健 康 相 談  

こころの相談
なんとなく気分がすぐれない、夜ねむれない、不安や心

配事がある、ご自身の性格や人間関係に悩みがあるなどの
相談をお受けします。

小学生をはじめ、中学生、高校生やその家族の方も相談
できます。
ご希望の方は事前に電話でお申し込みください。

期　　日 ７月２０日（木）、８月２９日（火）
場　　所 保健センター

「胃がん」の集団検診
対 象 者 ４０歳以上（平成１８年４月１日現在）
検査方法 問診・胃部エックス線検査（バリウムをのみます）
費　　用 ５００円（７０歳以上および行田市国民健康保

険加入している方は無料）
受付時間 午前８時３０分～９時３０分
申し込み ７月２０日（木）～（各会場が定員になり次第

締め切ります）申し込み制です。電話で検診名、
住所、氏名、生年月日、電話番号、希望日を保
健センターへお知らせください。

［注意事項］
○前日午後９時以降の食事はお避けください。なお、水分補給につい
ては、前日の夜１２時ごろまでにコップ２杯程度（水または白湯）、
当日も、のどの渇きが激しい場合は、朝６時ごろまでならコップ半
分程度は摂取してもかまいません。
○薬を内服している方はあらかじめ主治医に相談してください。
○検査時の衣服は、ボタン、金具のないものを着用してください。
○次に該当する方は受診できません。
・胃に関する疾患で、経過観察中、治療中および手術後の方。
・開腹手術（胃、腸、胆嚢などのほか帝王切開も含む）をした方。
・最近便秘気味でお腹がはる方。
・妊娠中（可能性を含む）授乳中の方。

期　　日 会　　場

８月２５日（金）

３１日（木）

９月 １日（金）

保健センター

南河原支所

持田公民館

保健センター

星河公民館

保健センター

太井公民館

期　　日

９月２９日（金）

１０月 ４日（水）

６日（金）

７日（木）

１２日（火）

２０日（水）

２２日（金）

２７日（水）

１７日（火）

１９日（木）

２４日（火）

２７日（金）

３０日（月）

会　　場

保健センター

佐間公民館

太田公民館

保健センター

須加公民館

保健センター
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【
相
談
事
例
】

（
60
代
男
性
）

あ
る
業
者
か
ら
、「
紳
士
録
に
あ
な
た
の
名
前
が
載
っ
て
い

る
。
次
回
の
掲
載
を
や
め
た
い
な
ら
、
書
類
を
送
る
の
で
記

入
し
て
送
り
返
し
て
ほ
し
い
」
と
、
電
話
が
あ
っ
た
。
送
付

さ
れ
て
き
た
書
類
を
見
た
ら
、
名
前
の
掲
載
を
断
る
旨
を
記

入
し
て
返
送
し
て
も
、
紳
士
録
購
入
の
代
金
に
つ
い
て
は
請

求
す
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
ら
よ

い
か
。

【
お
答
え
し
ま
す
】

「
紳
士
録
」
と
は
、
企
業
や
団
体
で
役
員
な
ど
を
勤
め

る
（
た
）
人
た
ち
の
名
前
や
経
歴
、
住
所
な
ど
を
掲
載
し

た
名
簿
の
こ
と
で
す
。

紳
士
録
へ
の
掲
載
申
込
を
し
て
い
な
い
人
に
「
紳
士
録
に

名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
」
と
掲
載
料
を
請
求
し
た
り
、

詐
欺
的
な
勧
誘
で
紳
士
録
を
購
入
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
は
、

「
紳
士
録
商
法
」
と
い
う
、
悪
質
商
法
で
す
。
事
例
で
は
、
送

ら
れ
て
き
た
書
類
の
「
買
わ
な
い
」
と
い
う
欄
に
し
る
し
を

し
て
返
送
し
て
も
、
そ
こ
に
細
か
い
文
字
で
「
来
年
度
以
降

は
買
わ
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
記
載
が
あ
り
、
今
年
度
分
は

請
求
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
回
の
相
談
者
は
、
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
助

言
で
、
掲
載
お
よ
び
購
入
を
断
る
旨
を
書
面
で
業
者
に
通
知

し
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
も
業
者
に
確
認
を
行
い
、
無
事
解
決
し

ま
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

電
話
で
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
を
勧
誘
す
る
販
売
方
法

は
、「
電
話
勧
誘
販
売
」
と
い
い
、
特
定
商
取
引
法
（
以
下

「
法
」
と
い
う
）
に
よ
り
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
紳
士
録
へ
の

名
前
な
ど
の
掲
載
は
指
定
役
務
に
該
当
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
制
度
の
適
用
が
あ
り
ま
す
。
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
法
で
定
め
た
契
約
書
面
の
交
付
が
消
費
者
に
対
し
て
な

さ
れ
た
日
を
含
め
て
８
日
間
は
、
書
面
に
よ
り
契
約
申
し
込

み
の
撤
回
や
解
除
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
も
し
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
の
期
間
を
過
ぎ
て
し
ま
っ

て
も
、
勧
誘
な
ど
が
消
費
者
に
誤
解
を
さ
せ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
れ
ば
、
契
約
の
取
消
や
無
効
な
ど
を
主
張
で
き
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
オ
プ
シ
ョ
ン
（
送
り
つ
け
商
法
）
と

い
っ
て
、
注
文
し
て
い
な
い
の
に
書
籍
類
を
一
方
的
に
送
り

つ
け
ら
れ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
書
籍
類

に
つ
い
て
は
、
業
者
に
引
き
取
り
の
請
求
を
し
た
場
合
で
は

１
週
間
、
引
き
取
り
を
請
求
し
な
く
て
も
２
週
間
経
て
ば
保

管
義
務
は
な
く
、
処
分
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
し
、
代
金
を
支

払
う
義
務
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
業
者
に
は
、
一
度
代

金
を
支
払
っ
て
し
ま
う
と
、
次
々
と
請
求
さ
れ
て
深
刻
な
被

害
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
の
で
、
最
初
に
き
っ
ぱ
り

と
断
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
も
、
不
安
な
こ
と
や
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
そ
う
な
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

埼
玉
県
消
費
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
春
日
部

�
０
４
８
―
７
３
４
―
０
９
９
９
ま
た
は
生
活
課
（
内
線

２
５
２
）

紳
士
録
の
掲
載
は
断
っ
た
の
に
、
な
ぜ
請
求
が
？

紳
士
録
に
名
前
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
代
金
を
請
求
さ
れ
た
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
紳
士
録
商
法
」
を
め
ぐ
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

相　　談 

法律（予約制） 

行政 

結婚 

 
消費生活 

内職 

人権 

税務 

水道料金の休日窓口 

水道料金の夜間窓口 

　　　　　日　　　　程 

７月２５日（火） 

８月７日（月）　　　 

７月１６日（日）、８月４日（金）・１１日（金）　　 

７月２０日（木）・２４日（月）・２７日（木）・３１日（月）　　 
８月３日（木）・７日（月）・１０日（木）・１４日（月） 

７月１８日（火）・２１日（金）・２５日（火）・２８日（金）　　　   
８月１日（火）・４日（金）・８日（火）・１１日（金）・１５日（火）　　　　 

期間内の相談はありません　　 

７月１９日（水）、８月１５日（火）　　　　　　 

７月３０日（日）、８月６日（日）　　　　 

７月２５日（火）　 

場　　所 

 

 

市役所 

 

 

 
市役所 

市役所 

中央公民館 
（教育文化センター「みらい」内） 

水道庁舎（前谷） 

　 問い合わせ 

 

 
生活課 

（内線２５２） 

 

  商工観光課 

（内線３８３） 
 
人権推進課（内線２２１） 

関東信越税理士会行田支部 
　５５４－１４１１ 

水道業務課 
　５５３－０１３１ 

　　  時　　　　間　　　　 

午前９時～午後３時 

午後１時３０分～３時３０分 

午前９時３０分～１１時３０分　 

 
午前９時３０分～午後３時３０分 

午前１０時～午後４時 

　　　　　 ー　 

午後１時３０分～３時３０分 

午前８時３０分～正午 

午後５時１５分～７時 

（７月１５日～８月１５日） 

くらしの 番情報
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一
般
書

・
プ
ラ
ハ
日
記
（
ハ
ヴ
ァ
・
プ
レ
ス
ブ
ル
ゲ
ル
）

・
メ
デ
ィ
ア
産
業
論
（
湯
浅
正
敏
）

・
昭
和
の
キ
モ
ノ
（
小
泉
和
子
）

・
暮
ら
し
の
中
の
や
さ
し
い
科
学
（
中
野
不
二
男
）

・
水
の
神
秘
（
ウ
ェ
ス
ト
・
マ
リ
ン
）

・
ネ
ッ
ト
時
代
の
商
標
と
商
号
（
窪
田
法
律
事
務
所
）

・
シ
マ
シ
マ
の
本
（
坂
上
の
り
子
）

・
お
い
し
い
お
や
つ
が
ま
っ
て
る
よ
（
門
間
み
か
）

・
い
き
な
り
上
手
く
な
る
！
プ
ロ
の
デ
ジ
カ
メ
写

真
術
（
斎
藤
清
貴
）

・
ぼ
く
、
ド
ラ
え
も
ん
で
し
た
。（
大
山
の
ぶ
代
）

・
究
極
の
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
（
井
上
篤
夫
）

・
蒼
い
み
ち
（
小
澤
征
良
）

・
金
色
の
雨
が
ふ
る
（
桐
生
典
子
）

・
踊
る
天
使
（
永
瀬
隼
介
）

・
夢
は
ト
リ
ノ
を
か
け
め
ぐ
る
（
東
野
圭
吾
）

・
元
気
な
ぼ
く
ら
の
元
気
な
お
も
ち
ゃ
（
ウ
ィ

ル
・
セ
ル
フ
）

児
童
書
　

・
ち
い
さ
な
天
使
と
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
・
パ
イ
（
ジ

ョ
ー
ダ
ン
・
ソ
ー
ネ
ン
ブ
リ
ッ
ク
）

・
ア
キ
ン
ボ
と
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
（
ア
レ
ク
サ
ン
ダ

ー
・
マ
コ
ー
ル
・
ス
ミ
ス
）

・
リ
ベ
ッ
ク
じ
い
さ
ん
の
な
し
の
木
（
ナ
ニ
ー
・

ホ
グ
ロ
ギ
ア
ン
）

・
リ
リ
ア
ン
（
黒
井
健
）

・
リ
ス
と
ア
リ
と
ゾ
ウ
（
デ
イ
ジ
ー
・
ム
ラ
ー
ス

コ
ヴ
ァ
ー
）

・
の
ぞ
く
（
後
藤
田
三
郎
）

・
ア
ン
ジ
ェ
ロ
（
デ
ビ
ッ
ド
・
マ
コ
ー
レ
イ
）

・
い
や
は
や
（
メ
ア
リ
ー
＝
ル
イ
ー
ズ
・
ゲ
イ
）

▼
日
時

７
月
22
日
（土）
午
前
11
時
〜
正
午

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
　

▼
内
容

絵
本
や
手
遊
び
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
タ
ン
バ
リ
ン

▼
日
時

８
月
５
日
（土）
午
後
２
時
〜
３
時

▼
場
所

図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
内
容

絵
本
や
紙
芝
居
な
ど

▼
主
催

お
は
な
し
の
会

▼
日
時

７
月
15
日
（土）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
テ
ル
、
う
さ
ぎ
に
ま
け
た

と
ら
、
ラ
イ
オ
ン
の
お
ん
が
え
し
、
に
ん
じ
ん
（
計

60
分
）

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

▼
日
時

８
月
３
日
（木）
午
後
２
時
〜

▼
場
所

図
書
館
映
像
ホ
ー
ル

▼
題
名

銀
の
ろ
う
そ
く
立
て
（
13
分
）、
た
ぬ
き

の
恩
返
し
（
30
分
）
ほ
か

▼
対
象

幼
児
・
小
学
生

育
児
に
は
、
親
子
の
楽
し
い
語
ら
い
の
時
間
を

持
つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
図
書
館
で
は
、

「
親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
り
、
赤
ち
ゃ
ん
の
心

を
は
ぐ
く
む
手
助
け
と
な
る
よ
う
に
」
と
の
願
い

を
込
め
て
、
絵
本
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
絵
本
を

介
し
、
親
子
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

７
月
18
日
（火）
、
８
月
４
日
（金）
午
後
１
時

30
分
開
始
（
４
カ
月
児
健
診
に
合
わ
せ
て
実
施
）

▼
場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

４
カ
月
児
と
保
護
者

▼
持
参
品

母
子
健
康
手
帳

夏
休
み
期
間
中
は
貸
出
冊
数
が
増
加
し
閲
覧
席

も
た
い
へ
ん
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
閲
覧
終
了

後
は
他
の
方
に
席
を
お
譲
り
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

７
月
18
日
（火）
・
24
日
（月）
・
31
日
（月）
、
８
月
１
日

（火）
・
７
日
（月）
・
14
日
（月）

＊
休
館
中
の
図
書
の
返
却
は
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ビ
デ
オ
や
Ｃ
Ｄ
は
、
破
損
防
止
の
た
め
、

開
館
時
間
内
に
直
接
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
お
返
し
く
だ

さ
い
。

松
本
隆
司
さ
ん
（
門
井
町
）

４
０
０
万
部
突
破
の
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
の
の

ぼ
り
に
誘
わ
れ
て
、
衝
動
買
い
を
し
ま
し
た
。

第
３
章
「
個
性
を
の
ば
せ
」
と
い
う
欺
ま
ん
、

第
４
章
「
万
物
流
転
、
情
報
不
変
」
の
中
に
、

「
若
い
人
に
は
個
性
的
で
あ
れ
な
ん
て
い
わ
な

い
で
、
人
の
気
持
ち
が
わ
か
る
よ
う
に
な
れ
と

い
う
べ
き
で
す
。
他
人
の
こ
と
が
分
か
ら
な
く

て
は
生
き
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。
自
分
だ
け
違

う
こ
と
を
し
て
通
る
わ
け
が
な
い
。」
と
あ
り

ま
す
。
誰
に
で
も
個
性
は
備
わ
っ
て
お
り
、
個

性
を
無
理
に
出
そ
う
な
ど
と
思
わ
な
く
て
も
十

分
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
い
人
に
限
ら
ず
、

他
人
と
か
か
わ
り
合
っ
て
社
会
生
活
を
す
る
こ

と
の
基
本
、
人
が
人
た
る
ゆ
え
ん
を
再
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
本
は
、
著
者
が
話
す
の
を
編
集
者
が
聞

き
取
り
、
書
い
た
そ
う
で
す
。
タ
イ
ト
ル
の
切

り
口
の
す
ご
さ
、
分
か
り
や
す
く
文
章
化
し
た

こ
の
編
集
者
に
も
敬
意
を
表
し
ま
す
。

『
バ
カ
の
壁
』

私
の
推
せ
ん
す
る
一
冊

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

閲
覧
席
を
ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

開館時間 午前９時３０分～午後７時

お
は
な
し
会

休

館

日

子
ど
も
映
画
会

養
老
　
孟
司
　
著
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写
真
館

写
真
館

６
月
７
日
、
水
辺
で
の
事
故
の
増
加
が
予
想

さ
れ
る
季
節
を
前
に
、
利
根
川
河
川
内
（
福
川

水
門
北
）
を
会
場
に
し
て
、
埼
玉
県
防
災
航
空

隊
と
市
消
防
本
部
に
よ
る
連
携
水
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
で
は
、
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救

助
艇
へ
の
検
索
支
援
や
上
空
か
ら
の
救
出
を
実

施
す
る
な
ど
、
水
上
と
空
の
両
面
か
ら
効
果
的

な
連
携
を
展
開
。
事
故
発
生
時
を
想
定
し
た
状

況
の
中
、
息
の
合
っ
た
救
助
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

５
月
30
日
、
郷
土
博
物
館
玄
関
前
で
菊
苗
の

無
料
配
布
が
行
わ
れ
、
菊
花
連
絡
協
議
会
の
会

員
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
菊
苗
３
千
７
６
０
本
が

無
料
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
穏
や
か
な
陽
気
も
あ
っ
て
、
午
前

９
時
か
ら
の
配
布
に
も
か
か
わ
ら
ず
８
時
前
か

ら
配
布
を
待
つ
人
も
い
て
、
配
布
開
始
間
際
に
は

長
蛇
の
列
が
で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

同
協
議
会
の
荒
井
文
之
助
会
長
は
「
今
年
は

雨
風
や
低
温
続
き
の
日
が
多
く
、
配
布
日
に
合

わ
せ
て
育
て
る
の
に
苦
労
し
ま
し
た
。
大
切
に

育
て
て
ほ
し
い
で
す
ね
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

菊
の
魅
力
に
長
い
列

水
難
事
故
増
加
シ
ー
ズ
ン
の

到
来
に
備
え
て

６
月
４
日
、
行
田
市
医
師
会
の
主
催
に
よ
る

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
「
み

ら
い
」
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
３
回
を
数
え
る
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は
、「
わ
が
町
の
健
康
Ⅲ
」
と
題
し
て
、「
日
本

の
医
療
の
現
状
」
や
「
新
し
い
医
療
提
携
を
求

め
て
」「
小
児
救
急
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）」
な
ど
、
５
つ
の
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
、
具
体
例
を
用

い
た
分
り
や
す
い
説
明
や
、
消
防
署
の
職
員
に

よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
の
実
演
な
ど
も
あ

り
、
来
場
者
は
メ
モ
を
取
り
な
が
ら
聞
く
な
ど

医
療
へ
の
知
識
と
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

医
療
を
分
か
り
や
す
く
理
解

市
民
の
憩
い
の
場
と
親
し
ま
れ
て
い
る
水
城

公
園
。
こ
の
公
園
に
は
57
本
の
梅
の
木
が
あ
り
、

今
年
は
約
１
６
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
が
と
れ
ま

し
た
。
６
月
20
日
、
横
田
市
長
が
ま
き
ば
園
を

訪
れ
、
こ
の
梅
の
実
約
40
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
お
年

寄
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
公
園
の
梅
の
実
を
有
効
活
用
す
る

た
め
に
と
今
年
初
め
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
ほ

か
に
老
人
ホ
ー
ム
大
寿
荘
や
緑
風
苑
、
行
田
グ

リ
ー
ン
ホ
ー
ム
に
も
同
量
の
梅
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
き
ば
園
で
は
、「
さ
っ
そ
く
入
所
者
と

職
員
で
梅
ジ
ュ
ー
ス
を
作
り
ま
す
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

水
城
公
園
の
梅
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
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５
月
25
日
、
行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
（
井
上
博
司
会
長
）
か
ら
青
色
回
転
灯
付
き

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
が
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
贈

呈
式
が
市
役
所
玄
関
前
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
は
、
同
ク
ラ
ブ
が
発

足
30
周
年
記
念
と
し
て
「
安
心
安
全
な
ま
ち
」

を
願
っ
て
会
員
か
ら
寄
付
を
募
り
購
入
し
た
も

の
で
す
。

贈
呈
式
で
は
井
上
会
長
か
ら
横
田
市
長
へ
モ

デ
ル
キ
ー
が
手
渡
さ
れ
、
そ
の
後
防
災
安
全
課

の
職
員
が
市
内
へ
パ
ト
ロ
ー
ル
に
出
発
し
ま
し
た
。

安
心
安
全
の
ま
ち
へ
向
け
て
出
発

５
月
27
日
、
総
合
公
園
自
由
広
場
で
（財）
行
田

市
産
業
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
い
き
い
き
財
団
が

主
催
す
る
第
17
回
行
田
市
一
輪
車
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
学
生
約
１
６
０
人
が
出

場
し
ま
し
た
。
競
技
は
50
メ
ー
ト
ル
と
１
０
０

メ
ー
ト
ル
競
走
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
、

30
メ
ー
ト
ル
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
走
の
４
種
目
が
行

わ
れ
、
い
ず
れ
も
白
熱
し
た
好
レ
ー
ス
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。

出
場
し
た
児
童
は
降
り
し
き
る
雨
な
ど
気
に

も
留
め
な
い
様
子
で
日
ご
ろ
の
練
習
で
磨
い
た

技
と
ス
ピ
ー
ド
を
競
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

技
と
ス
ピ
ー
ド
の
競
い
合
い

５
月
26
日
、
須
加
小
学
校
で
「
と
ね
の
子
祭

り
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

と
ね
の
子
祭
り
は
、
利
根
川
な
ど
自
然
あ
ふ

れ
る
須
加
地
区
の
特
性
を
利
用
し
た
活
動
の
中

で
、
集
団
行
動
の
育
成
と
仲
間
意
識
を
は
ぐ
く

も
う
と
３
年
前
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は

体
育
館
と
利
根
川
河
川
敷
を
会
場
に
、
４
〜
６

年
生
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
遊
び
コ
ー
ナ
ー
を
計

画
し
、
当
日
の
運
営
ま
で
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
や
地
域
の
方
な
ど
約
50
人
も

参
加
し
、
子
供
と
一
緒
に
各
コ
ー
ナ
ー
を
回
る

な
ど
、
み
ん
な
元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
と
ね
の
子
」

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い

と
ね
の
子
祭
り

６
月
17
日
、
産
業
文
化
会
館
で
は
進
修
館
高

等
学
校
吹
奏
楽
部
第
８
回
定
期
演
奏
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
昨
年
、
市
内
の
３
つ
の
高
校
が

統
合
し
て
新
た
に
忍
藩
の
藩
校
「
進
修
館
」
に

ち
な
み
進
修
館
高
等
学
校
と
な
っ
て
か
ら
２
回

目
の
演
奏
会
と
な
り
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

３
部
構
成
に
な
っ
て
い
て
、
特
に
２
部
で
は
、

こ
の
春
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
だ
け
で
演

奏
す
る
「
錨
を
上
げ
て
」
や
顧
問
の
先
生
を
含

む
全
員
で
の
「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
・
マ
ー
チ
」、

楽
器
紹
介
な
ど
聴
く
人
を
楽
し
ま
せ
る
工
夫
も

い
っ
ぱ
い
。
息
の
合
っ
た
演
奏
に
会
場
か
ら
盛

ん
に
拍
手
や
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

息
の
合
っ
た
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
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吹
矢
と
い
う
と
、

子
供
の
こ
ろ
忍
者

ご
っ
こ
で
遊
ん
だ

こ
と
を
思
い
出
す

人
も
い
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
ス

ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、

健
康
に
良
い
と
の

こ
と
か
ら
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
最

近
競
技
人
口
が
急

増
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

忍
・
行
田
公
民
館
で
毎
週
金
曜
日
の
午
前
10
時

か
ら
正
午
ま
で
、
宮
内
た
け
し
さ
ん
に
よ
る
指
導

の
も
と
活
動
し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
愛
好
会
。

平
成
16
年
11
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
の
会
員
数

は
12
人
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、
日
本
古
来
の
吹
矢
を
発
展

さ
せ
、
使
用
す
る
用
具
や
競
技
内
容
に
つ
い
て
ル

ー
ル
を
定
め
る
な
ど
し
て
ス
ポ
ー
ツ
性
を
持
た

せ
、
得
点
を
競
う
も
の
で
す
。
矢
が
的
に
当
た
る

「
ス
ト
ン
、
ス
ト
ン
」
と
い
う
音
が
室
内
に
心
地

よ
く
響
き
、
辺
り
は
弓
道
の
よ
う
な
緊
張
感
に
包

ま
れ
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
と
は
言
っ
て
も
激
し
く
体
を
動
か
す

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
正
し
い
姿
勢
と
正
し
い

呼
吸
法
で
行
う
こ
と
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

的
効
果
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
が
こ
の
競
技
の

大
き
な
魅
力
で
す
。
会
員
の
中
に
は
、
高
血
圧
・

腰
痛
・
ぜ
ん
そ
く
な
ど
が
良
く
な
っ
た
と
い
う
方

も
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
集
中
力
の
強
化
や
ス

ト
レ
ス
の
解
消
な
ど
の
作
用
も
あ
り
ま
す
。

同
会
で
は
、
級
を
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
練
習
の

励
み
に
な
り
、
も
っ
と
上
を
目
指
そ
う
と
す
る
人

も
多
く
、
今
後
、
各
地
で
開
か
れ
る
大
会
に
も
積

極
的
に
出
場
し
て
、
連
帯
感
や
達
成
感
を
味
わ
い

た
い
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
矢
が
的
の
真
ん
中
に
当
た
る
と
気
持
ち
が
良
い
」

「
仲
間
と
楽
し
み
な
が
ら
運
動
不
足
が
解
消
で
き

る
」
な
ど
と
会
員
の
皆
さ
ん
は
い
き
い
き
と
し
た

表
情
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

体
力
が
あ
ま
り
な
く
て
も
努
力
次
第
で
上
達
す

る
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
。
興
味
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か

始
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
方
も
ぜ
ひ
一
度
忍
・
行

田
公
民
館
に
足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

潮
崎
知
恵
子
�
５
５
６
│
３
７

０
６

私
の
作
品

長
野
　
　
安
江
　
吉
宏

風
も
す
き
光
な
ほ
す
き
柿
若
葉

谷
郷
　
　
大
谷
　
峯
生

草
笛
の
音
色
加
え
し
利
根
の
景

下
須
戸
　
増
田
ヒ
デ
子

愛め

で
ら
る
る
桜
は
命
短
く
て

長
野
　
　
内
山
　
計
江

か
ず
え

夏
立
ち
て
厨

く
り
や

の
窓
を
開
け
放
つ

堤
根
　
　
柴
田
　
忠
二

花
を
見
て
今
日
も
将
棋
に
暮
れ
に
け
り

須
加
　
　
須
永
美
恵
子

雨
上
り
初
竹
の
子
の
五
・
六
寸

埼
玉
　
　
田
中
　
元
勝

田
舎
教
師
赴
任

ふ
に
ん

の
道
の
暮
春
か
な

埼
玉
　
　
小
菅
　
春
童

新
茶
古
茶
ど
ち
ら
で
も
な
し
現
代
茶

西
新
町
　
結
城
　
し
う

チ
ャ
イ
ム
鳴
り
花
散
る
道
を
い
そ
が
ば
や

向
町
　
　
佐
藤
　
猶
子

和
菓
子
屋
の
色
彩
豊
か
子
供
の
日

壱
里
山
町
斉
藤
　
健
作

譲ゆ
ず

り
合
ふ
梅
雨
の
舗
道

ほ
ど
う

や
傾か

し

げ
傘

俳
句

広
場

このコーナーに登場していただけ

る方・団体・作品を募集しています。

行田市本丸２－５・行田市役所広報広

聴課広報広聴担当（内線３１８）まで。

スポーツ吹矢愛好会

～吹矢を通して健康に～
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荒
木
　
　
藤
田
　
栄
之

の
っ
こ
み
の
鯉
の
泡
づ
け
竿
九
尺

埼
玉
　
　
諸
貫
　
み
や

母
の
日
や
卒
寿
を
過
ぎ
し
母
見
舞
う

（
木
島
　
斗
川
　
監
修
）

剣
の
道
を
歩
ん
で
半
世
紀
。
剣
道
の
世
界
で

は
最
高
段
位
と
な
る
８
段
に
挑
戦
す
る
た
め
、

日
々
稽
古
に
精
進
し
て
い
る
の
が
犬
塚
に
お
住

ま
い
の
加
藤
輝
男
さ
ん
で
す
。

加
藤
さ
ん
が
剣
道
を
始
め
た
の
は
中
学
生
１

年
生
の
こ
ろ
。
体
が
弱
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
両

親
に
勧
め
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で

す
。「
子
供
の
こ
ろ
あ
ま
り
体
力
に
自
信
が
無

か
っ
た
私
は
、
強
く
な
り
た
い
と
の
思
い
が
あ

り
、
武
道
を
始
め
よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。

本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
高

校
で
剣
道
部
に
所
属
し
て
か
ら
で
、
毎
日
先
輩

に
し
ご
か
れ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
卒
業
後

に
は
通
っ
て
い
た
道
場
の
手
伝
い
を
し
た
り
、

秩
父
で
１
年
間
住
み
込
み
で
練
習
に
打
ち
込
ん

だ
り
し
ま
し
た
」
と
語
る
よ
う
に
、
ま
さ
に
剣

の
道
一
筋
に
稽
古
を
続
け
、
24
歳
に
し
て
５
段

を
取
得
す
る
ま
で
実
力
を
つ
け
ま
し
た
。

当
時
は
剣
道
を
職
業
に
し
よ
う
と
本
気
で
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
家
庭
の
事
情
で
就
職
し
た

こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
剣
道
中
心

の
生
活
か
ら
は
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
子
供
が
剣
道
部
に
入
部
し
た
こ
と
を
機
に
、

再
び
子
供
と
と
も
に
打
ち
込
む
よ
う
に
な
っ
た

そ
う
で
す
。「
上
達
す
る
た
め
、
家

族
が
寝
て
か
ら
庭
で
素
振
り
を
し

た
こ
と
も
、
知
ら
な
い
道
場
に
飛

び
入
り
で
稽
古
に
参
加
し
、
剣
を

交
え
る
こ
と
も
し
ま
し
た
」
と
人

一
倍
の
努
力
を
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

現
在
は
市
内
の
道
場
で
指
導
に

あ
た
る
傍
ら
、
羽
生
市
や
群
馬
県

へ
出
稽
古
に
行
く
な
ど
鍛
錬
を
惜
し
み
ま
せ

ん
。「
指
導
者
と
し
て
、
技
術
も
大
切
で
す
が
、

礼
儀
や
思
い
や
り
の
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
れ
が
本
当
の
剣
道
の
あ
る
べ
き

姿
だ
と
思
い
ま
す
」
と
剣
道
の
目
的
は
人
間
形

成
に
あ
る
と
語
る
加
藤
さ
ん
。

「
道
場
の
子
供
た
ち
に
８
段
取
得
へ
の
挑
戦

を
断
言
し
た
の
は
、
合
格
率
が
１
％
ほ
ど
の
難

関
で
も
、
あ
き
ら
め
ず
に
挑
戦
す
る
姿
を
子
供

た
ち
に
見
せ
た
い
か
ら
で
す
」
と
熱
い
心
の
う

ち
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

細
井
　
梨
愛

り

な

ち
ゃ
ん
（
城
南
）

勉
・
由
里
さ
ん
の
長
女

平
成
17
年
７
月
12
日
生
ま
れ

「
優
希
お
兄
ち
ゃ
ん
大
好
き
　
」

古
川
　
蓮れ

ん

ち
ゃ
ん
（
栄
町
）

信
幸
・
泰
江
さ
ん
の
長
男

平
成
17
年
７
月
４
日
生
ま
れ

「
笑
顔
を
た
く
さ
ん
見
せ
て
ネ
」

坂
上
　
裕
紀

ゆ
う
き

ち
ゃ
ん
（
棚
田
町
）

薫
・
み
の
り
さ
ん
の
二
男

平
成
17
年
７
月
30
日
生
ま
れ

「
い
つ
も
笑
顔
が
い
い
ね
！
」

長
島
　
姫
夏

ひ

な

ち
ゃ
ん
（
須
加
）

秀
光
・
織
絵
さ
ん
の
二
女

平
成
17
年
７
月
２
日
生
ま
れ

「
に
こ
に
こ
笑
顔
の
お
て
ん
ば
姫
　
」

今月は、平成17年9月生まれの子を募集します。
申し込みは広報広聴課広報広聴担当（内線318）

締め切りは7月31日（月）です。
抽選会は8月2日（水）の午後1時30分市役所203会議室

夢
を
あ
き
ら
め
な
い
姿
を
子
供
た
ち
に

加
藤
　
輝
男
さ
ん
（
犬
塚
・
64
歳
）馬

場
　
雅

み
や
び

ち
ゃ
ん
（
長
野
）

慎
・
桜
さ
ん
の
二
女

平
成
17
年
７
月
22
日
生
ま
れ

「
い
っ
ぱ
い
幸
せ
に
な
っ
て
ね
　
」

『
美
人
画
』（
ち
ぎ
り
絵
）

瀬
山
喜
代
子
（
下
忍
）
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▼
日
時

７
月
16
日
（日）
午
前
７
時

〜
11
時
　
▼
場
所

古
代
蓮
の
里

▼
催
し
物

野
だ
て
、
朗
唱
の
会
歌

会
、
大
正
琴
演
奏
、
コ
ー
ラ
ス
、
フ

ラ
ダ
ン
ス
、
新
行
田
音
頭
の
演
舞
、

蓮
粥
の
試
食
会
、蓮
茶
の
ふ
る
ま
い
、

蓮
も
ち
つ
き
大
会
、
俳
句
お
よ
び
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集
　
※
内
容

に
多
少
の
変
更
あ
り
　
▼
問
い
合
わ

せ

蓮
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
太
田

公
民
館
内
）
�
５
５
９
―
４
２
９
９

▼
日
時

７
月
22
日
（土）
午
後
１
時

15
分
〜
４
時
15
分
　
▼
場
所

教
育

文
化
セ
ン
タ
ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ

ー
ル
　
▼
内
容

市
内
の
各
小
・
中

学
校
の
代
表
（
小
学
生
16
人
、
中
学

生
８
人
）
が
、
将
来
の
夢
や
日
ご
ろ

感
じ
て
い
る
こ
と
、
社
会
に
対
し
て

訴
え
た
い
こ
と
な
ど
を
発
表
し
ま

す
。
ぜ
ひ
、
次
代
を
担
う
子
供
た
ち

の
声
を
お
聞
き
く
だ
さ
い
。
▼
そ
の

他

手
話
通
訳
が
付
き
ま
す
。
▼
問

い
合
わ
せ

ひ
と
つ
く
り
支
援
課

�
５
５
６
―
８
３
１
９

レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
や
放
水
訓
練
、

応
急
手
当
訓
練
、
埼
玉
県
防
災
学
習

セ
ン
タ
ー
で
の
各
種
災
害
体
験
な

ど
、
夏
休
み
の
思
い
出
に
、
皆
さ
ん

も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

８
月
４
日
（金）
午
前
９
時

〜
午
後
４
時
30
分
　
▼
場
所

消
防

本
部
ほ
か
　
▼
定
員

１
０
０
人

（
先
着
順
）
▼
対
象

市
内
の
小
学

４
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
児
童

▼
費
用

１
０
０
円（
傷
害
保
険
料
）

▼
そ
の
他

昼
食
・
飲
み
物
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
　
▼
申
し
込
み

７

月
26
日
（水）
〜
28
日
（金）
に
消
防
本
部

へ
　
▼
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部

�
５
５
６
―
３
０
０
５

▼
日
時

９
月
３
日
（日）
午
前
９
時
〜

▼
会
場

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
　
▼
種
目
・
参
加
費

○
男
子
シ

ン
グ
ル
ス
（
１
部
・
２
部
）
一
般

６
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円
　
○

男
子
ダ
ブ
ル
ス
　
一
般
８
０
０
円

（
一
組
）、
高
校
生
５
０
０
円
（
一
組
）

○
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
（
１
部
・
２
部
）

一
般
６
０
０
円
、
高
校
生
３
０
０
円

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
　
一
般
８
０
０
円

（
一
組
）、
高
校
生
５
０
０
円
（
一
組
）

○
男
・
女
シ
ニ
ア
の
部（
50
歳
以
上
）

６
０
０
円
　
○
中
学
生
の
部
　
男
子

シ
ン
グ
ル
ス
３
０
０
円
、
女
子
シ
ン

グ
ル
ス
３
０
０
円
　
※
一
般
男
女
は

１
人
２
種
目
ま
で
出
場
可
（
た
だ
し

男
子
２
部
と
シ
ニ
ア
の
重
複
は
不

可
）
※
連
盟
未
登
録
者
は
、
各
種
目

と
も
２
０
０
円
高
く
な
り
ま
す
　
▼

主
催

行
田
市
体
育
協
会
、
行
田
市

卓
球
連
盟
　
▼
後
援

行
田
市
教
育

委
員
会
　
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ

８
月
18
日
（金）
午
後
７
時
ま
で
に

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
電
話
で
同
連
盟
事

務
局
田
島
直
也
宅（
小
針
２
５
８
５
）

�
５
５
９
―
３
７
８
９
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼

用
）

▼
日
時

９
月
３
日
（日）
午
後
１
時

開
演
　
▼
場
所

教
育
文
化
セ
ン
タ

ー
「
み
ら
い
」
文
化
ホ
ー
ル
　
▼
曲

目

サ
ー
カ
ス
の
唄
、
ペ
ル
シ
ャ
の

市
場
に
て
、世
界
は
二
人
の
た
め
に
、

丘
を
越
え
て
ほ
か
　
▼
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ
せ

大
澤
宅
�
５
５
６

―
５
０
８
５

▼
公
演
日
時

12
月
10
日
（日）
午
後

２
時
開
演
　
▼
場
所

羽
生
市
産
業

文
化
ホ
ー
ル
　
▼
曲
目

ベ
ー
ト
ー

ベ
ン
交
響
曲
第
九
番
「
合
唱
つ
き
」

ほ
か
　
▼
指
揮
者

増
田
和
典
さ
ん

▼
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

東
京
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽

団

▼
主
催

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
合
唱
団

《
合
唱
練
習
》

▼
練
習
日

８
月
28
日
か
ら
毎
週
月

曜
日
　
午
後
７
時
〜
９
時
　
▼
場
所

羽
生
市
民
プ
ラ
ザ
　
▼
参
加
費
用

１
万
５
千
円（
高
校
生
以
下
８
千
円
）

▼
問
い
合
わ
せ
　
同
団
事
務
局
細
村

宅
�
５
５
６
―
３
４
６
３

第
９
回
蓮
ま
つ
り

第
21
回
浮
き
城
の
ま
ち

行
田
少
年
の
主
張
大
会

夏
休
み
一
日
消
防
士

行
田
市
民
卓
球
大
会

夏
季
大
会

行
田
市
大
正
琴
連
盟
　

第
18
回
大
正
琴
演
奏
会

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト
合
唱
団

第
４
回
「
第
九
」
演
奏
会
団
員

広告
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▼
日
程

７
月
29
日
（土）
・
30
日
（日）

▼
場
所

国
道
１
２
５
号
線
歩
行
者

天
国
区
域
並
び
に
県
道
古
墳
群
線

▼
催
し
物

【
29
日
（土）
前
夜
祭
】
浮

き
城
横
丁
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

【
30
日
（日）
市
民

祭
】
浮
き
城
だ
ん
べ
踊
り
、
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
、ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
、

山
車
の
た
た
き
合
い
　
※
内
容
に
多

少
の
変
更
あ
り
　
▼
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課
（
内
線
３
８
２
）

▼
日
時

７
月
30
日
（日）

午
後
１
時

開
場
　
午
後
１
時
20
分
開
会
　
▼
場

所

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
　
▼
内

容

大
原
穣
子
さ
ん
（
女
優
・
方
言
指

導
者
）の
講
演
会
「
お
く
に
こ
と
ば
で

憲
法
を
」
▼
入
場
料

一
般
５
０
０

円
、
中
高
生
２
０
０
円
　
▼
前
売
り

発
売

川
島
書
店
、
忍
書
房
、
宮
脇

書
店
行
田
店
に
て
　
▼
主
催

平
和

の
た
め
の
行
田
戦
争
展
実
行
委
員
会

▼
後
援

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委

員
会
　
▼
そ
の
他

パ
ネ
ル
展
を
同

日
開
催
。
講
演
会
の
前
に
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
。
▼
問
い
合
わ

せ

北
埼
教
育
会
館

�
５
５
３
―

０
７
４
４

▼
日
時

７
月
18
日
（火）
午
前
９
時

〜
10
時
30
分
（
小
雨
決
行
、
雨
具
各

自
用
意
）
▼
集
合
場
所

市
役
所
前

▼
参
加
無
料
　
▼
行
進
コ
ー
ス

市

役
所
前
〜
さ
き
た
ま
古
墳
公
園
（
現

地
に
て
休
憩
・
飲
み
物
を
準
備
し
て

い
ま
す
）
▼
主
催
　
原
水
爆
禁
止
行

田
協
議
会
・
国
民
平
和
大
行
進
行
田

実
行
委
員
会
　
▼
後
援

行
田
市

▼
そ
の
他

歩
き
や
す
い
服
装
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
　
▼
問
い
合
わ
せ

行
田
協
立
診
療
所
内
山
田

�
５
５

６
―
４
５
８
１

▼
日
時

７
月
22
日
（土）
〜
30
日
（日）

午
前
10
時
〜
午
後
８
時
※
24
日
（月）
・

25
日
（火）
は
休
館
　
▼
場
所

桶
川
市

民
ホ
ー
ル
「
響
の
森
」
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
桶
川
市
若
宮
１
―
５
―
９
・
Ｊ
Ｒ
高

崎
線
桶
川
駅
西
口
か
ら
徒
歩
４
分
）

▼
内
容

誕
生
か
ら
１
２
０
周
年
を

迎
え
る
コ
カ
・
コ
ー
ラ
。
な
ん
で
も

コ
レ
ク
タ
ー
の
栗
原
喜
文
さ
ん
（
行

田
市
在
住
）
が
集
め
た
１
９
０
０
年

代
初
頭
の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
ボ
ト
ル
や
ポ

ス
タ
ー
、
自
販
機
型
ラ
ジ
オ
な
ど
、

懐
か
し
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し

ま
す
。
▼
入
場
無
料

▼
問
い
合
わ

せ

主
催
者
・
栗
原
喜
文

�
０
９

０
―
１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時

８
月
２
日
〜
９
月
20
日
の

毎
週
水
曜
日
（
全
８
回
）
午
後
３
時

〜
４
時
　
▼
場
所

総
合
福
祉
会
館

機
能
訓
練
プ
ー
ル
　
▼
対
象

市
内

在
住
で
60
歳
以
上
の
方
　
▼
定
員

15
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
無
料
　
▼

持
ち
物
　
水
着
・
水
泳
帽
・
ゴ
ー
グ

ル
・
バ
ス
タ
オ
ル
　
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ

７
月
11
日
（火）
か
ら
所

定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
総
合
福
祉
会
館
窓
口
へ
�
５
５

７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
８
月
１
日
（火）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
受
付
午
前
９
時
30
分
〜
）

▼
場
所

総
合
福
祉
会
館
や
す
ら
ぎ

の
里
　
▼
対
象

市
内
在
住
の
乳
幼

児
を
持
つ
父
母

▼
会
費

１
０
０
円

▼
内
容

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語

ら
う
（
託
児
つ
き
）
▼
定
員

30
人

▼
主
催

行
田
市
民
生
委
員
児
童
委

員
連
合
会
　
▼
後
援

行
田
市
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

７
月
３
日
（月）

か
ら
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

�
５
５
７
―
５
４
０
０

警
察
で
は
身
元
の
分
か
ら
な
い
死

者
の
身
元
を
確
認
す
る
た
め
、
次
の

日
程
で
「
身
元
不
明
相
談
所
」
を
開

設
し
ま
す
。

▼
日
時
　
８
月
10
日
（木）
・
11
日
（金）

午
前
９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４

時
　
▼
場
所

埼
玉
県
警
察
本
部

▼
内
容

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
の

方
で
、
事
故
な
ど
に
遭
遇
し
て
い
る

お
そ
れ
が
あ
る
場
合
や
、
病
気
な
ど

を
苦
に
家
出
を
し
て
い
る
な
ど
に
よ

り
、
ご
心
配
、
お
困
り
の
方
は
当
相

談
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
全
国
各

地
で
亡
く
な
ら
れ
、
い
ま
だ
に
身
元

の
判
ら
な
い
方
々
の
写
真
を
備
え
て

お
り
ま
す
。
▼
問
い
合
わ
せ

同
本

部
刑
事
部
鑑
識
課

�
０
４
８
―
８

３
２
―
０
１
１
０（
内
線
４
６
２
６
）

第
13
回
市
民
祭

行
田
浮
き
城
ま
つ
り

平
和
の
た
め
の

行
田
戦
争
展

２
０
０
６
「
国
民
平
和
大
行
進
」

〜
核
兵
器
廃
絶
を
め
ざ
し
て
、

一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
！
〜

栗
原
喜
文
の
コ
カ
・
コ
ー
ラ

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

高
齢
者
水
泳
教
室

〜
水
泳
で
健
康
を
維
持
し
、

15
Ｍ
プ
ー
ル
を
泳
ご
う
〜

子
育
て
談
話
室

た
ん
ぽ
ぽ

身
元
不
明
相
談
所

長い年月と多くの費用をかけて整備された下水道処理区域は、生活環境
の快適性、公衆衛生や土地の利便性が向上します。

下水道一口メモ
受益者負担金

広告
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▼
日
時

７
月
29
日
（土）
〜
31
日
（月）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
　
▼
場
所

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ

▼
内
容

行
田
絵
手
紙
あ
お
い
会
の

澤
田
石
司
さ
ん
の
絵
手
紙
に
よ
る
在

宅
介
護
記
録
「
泣
い
て
も
い
い
よ

た
ま
ね
ぎ
が
心
に
し
み
た
」
出
版
記

念
と
し
て
、
原
画
を
展
示
し
ま
す

▼
入
場
無
料

▼
主
催

同
会

▼
後

援

行
田
市
　
▼
問
い
合
わ
せ

同

会
澤
田
石
宅
�
５
５
３
―
３
７
０
４

▼
日
時

８
月
19
日
〜
９
月
16
日
の

毎
週
土
曜
日
（
全
５
回
）
午
後
７
時

〜
８
時
10
分
　
▼
場
所

行
田
グ
リ

ー
ン
ア
リ
ー
ナ
　
▼
対
象

小
学
生

以
上
（
性
別
問
わ
ず
）
▼
服
装

ト

レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
エ
ア
な
ど
運
動
し
や

す
い
服
装
（
汗
ふ
き
タ
オ
ル
持
参
）

▼
費
用

中
学
生
以
下
１
千
円
・
高

校
生
以
上
２
千
円
（
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
・
資
料
含
む
）
▼
主
催

行
田

市
少
林
寺
拳
法
連
盟
　
▼
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ

同
連
盟
島
田
�

５
８
８
―
４
６
９
４
ま
た
は
０
９
０

―
４
６
６
５
―
０
９
０
１

介
護
絵
手
紙
展

少
林
寺
拳
法
教
室

▼
期
間

７
月
１
日
（土）
〜
31
日
（月）

▼
場
所

古
代
蓮
会
館
催
事
室
　
▼

内
容

古
代
蓮
の
里
に
咲
く
蓮
の
花

を
テ
ー
マ
に
し
た
粘
土
人
形
の
作
品

展
で
す
。
蓮
の
妖
精
た
ち
や
四
季
の

わ
ら
べ
た
ち
、
懐
か
し
い
童
話
の
作

品
な
ど
笑
顔
あ
ふ
れ
る
人
形
の
世
界

で
す
。
▼
協
力

全
国
創
作
粘
土
人

形
の
会
「
サ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー

ル
」
▼
入
館
料

大
人
４
０
０
円
、

小
人
２
０
０
円
※
未
就
学
児
童
無
料

▼
日
時

７
月
23
日
（日）
・
30
日
（日）

午
前
10
時
30
分
〜
　
▼
場
所

古
代

蓮
会
館
休
憩
所
　
▼
内
容

蓮
の
花

の
開
花
期
に
合
わ
せ
て
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
懐
か
し
い
メ

ロ
デ
ィ
と
心
温
ま
る
ハ
ー
モ
ニ
カ
の

演
奏
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
▼
ハ

ー
モ
ニ
カ
演
奏
者

加
藤
栄
さ
ん

▼
入
館
料

大
人
４
０
０
円
、
小
人

２
０
０
円
※
未
就
学
児
童
無
料

夏
休
み
の
思
い
出
づ
く
り
に
発
電

所
見
学
会
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

８
月
20
日
（日）
午
前
６
時
20

分
商
工
セ
ン
タ
ー
集
合
　
▼
場
所

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
（
新
潟
県

柏
崎
市
）・
寺
泊
（
昼
食
）・
寺
泊
水

族
博
物
館
　
▼
対
象

市
内
在
住
の

小
学
生
と
保
護
者
　
▼
定
員

15
組

30
人
　
▼
参
加
無
料
（
昼
食
お
よ
び

水
族
博
物
館
は
各
自
負
担
）
▼
申
し

込
み
　
７
月
16
日
（日）
午
前
９
時
か
ら

商
工
セ
ン
タ
ー
２
階
窓
口
ま
で
　
▼

そ
の
他

当

日
は
、
東
京

電
力
熊
谷
支

社
の
社
員
が

同
行
し
ま
す
。

▼
日
時

７
月
21
日
（金）
〜
９
月
15
日

（金）
午
後
２
時
〜
４
時
　
全
６
回
コ
ー

ス
　
▼
場
所

産
業
文
化
会
館
Ｂ
１

創
作
室
　
▼
対
象

成
人
（
原
則
と

し
て
初
心
者
）
▼
定
員

20
人
（
先

着
順
）
▼
内
容

日
用
品
な
ど
の
作

製
　
▼
参
加
費

２
千
５
０
０
円

（
保
険
料
含
む
）
受
け
付
け
の
際
、

お
預
か
り
い
た
し
ま
す
　
▼
申
し
込

み
　
７
月
15
日
（土）
午
前
９
時
か
ら
同

館
窓
口
に
て
受
け
付
け

行田市産業・文化・ 
スポーツいきいき財団 

（財） 

産業文化会館 商工センター 古代蓮会館  グリーンアリーナ 

申し込み・問い合わせ 

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

“古
代
蓮
の
妖
精
＆

　

四
季
の
わ
ら
べ
達
”

全
国
創
作
粘
土
人
形
の
会

「
サ
ン
・
ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
」

会
員
作
品
展

“我
が
思
い
出
の
ハ
ー
モ
ニ
カ
”

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

自
由
研
究
テ
ー
マ
発
掘
！

夏
休
み
子
ど
も
電
気

た
ん
け
ん
隊

（
原
子
力
発
電
所
見
学
会
）

さ
ん
ぶ
ん
陶
芸
教
室

行田市の人口と世帯　　　　人口８８,５５６人　男４４,０９８人　女４４,４５８人　世帯数３１,６９６世帯
（平成１８年６月１日現在） ５月中の異動　出生５９人　転入等１９０人　死亡７０人　転出等２１２人

広告
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▼
日
時

７
月
22
日
（土）
・
23
日
（日）

正
午
〜
午
後
５
時
　
▼
内
容

司
法

書
士
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
債
務
整

理
に
関
す
る
無
料
電
話
相
談
�
０
４

８
―
８
３
８
―
８
４
２
３
（
開
催
当

日
の
み
）
▼
主
催

埼
玉
青
年
司
法

書
士
協
議
会
　
▼
後
援

埼
玉
司
法

書
士
会
　
▼
問
い
合
わ
せ

司
法
書

士
柴
崎

�
０
４
９
３
―
３
１
―
２

０
１
０

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
地
球
環
境
保

護
・
資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、

「
古
い
電
話
帳
か
ら
新
し
い
電
話
帳

へ
」
の
考
え
の
も
と
、
古
い
電
話
帳

の
リ
サ
イ
ク
ル
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
ま
す
。
新
し
い
電
話
帳
を
各
家

庭
へ
７
月
中
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
そ
の
際
古
い
電
話
帳
を
配
達
員

へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

不
在
な
ど
で
古
い
電
話
帳
を
回
収

で
き
な
か
っ
た
方
へ
は
、
改
め
て
回

収
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ

ン
タ

�
０
１
２
０
―
５
０
６
―
３

０
９ ク

レ
ジ
ッ
ト

サ
ラ
金
１
１
０
番

回
収
し
ま
す
！

あ
な
た
の
家
の
古
い
電
話
帳

▼
日
時

７
月
８
日
（土）
・
９
日
（日）
・

29
日
（土）
・
８
月
５
日
（土）
【
午
前
の
部
】

午
前
11
時
〜
【
午
後
の
部
】
午
後
１

時
〜
　
▼
場
所

古
代
蓮
会
館
休
憩

所
　
▼
出
演

行
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

協
会
、
行
田
音
楽
家
協
会
　
▼
入
館

料

大
人
４
０
０
円
、
小
人
２
０
０

円
※
未
就
学
児
童
無
料

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
室
に
は
25
種
類
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
あ
り
男
性
ト
レ
ー

ナ
ー
お
よ
び
女
性
ト
レ
ー
ナ
ー
が
常

駐
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
夏
に

向
け
て
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
夏
バ
テ
防
止

の
体
づ
く
り
に
当
室
を
ご
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
営
業
時
間

午
前
９
時
〜
午
後
９

時
（
祝
日
含
む
）

毎
月
第
２
・
４

月
曜
日
は
休
館
日
（
祝
日
に
当
た
る

場
合
は
翌
日
火
曜
日
）
▼
利
用
料
金

１
回
２
時
間
４
０
０
円
（
障
害
者
手

帳
提
示
に
よ
り
減
免
制
度
あ
り
）
▼

利
用
方
法

初
回
は
、
講
習
会
（
予

約
制
）
を
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高
校
生
未
満
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▼
開
設
期
間

７
月
８
日
（土）
・
９
日

（日）
、
７
月
15
日
（土）
〜
８
月
31
日
（木）

（
計
50
日
間
）
※
７
月
10
日
（月）
〜
14

日
（金）
は
休
み
　
※
天
候
な
ど
の
状
況

に
よ
り
変
更
あ
り
　
▼
開
設
時
間

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

▼
利
用
料
金

一
般
・
学
生
（
高
校

生
以
上
）
７
０
０
円
、
児
童
・
生
徒

（
３
歳
〜
中
学
生
）
２
０
０
円
、
幼

児
（
３
歳
未
満
）
無
料
　
▼
そ
の
他

就
学
前
の
子
供
に
は
保
護
者
の
付
き

添
い
が
必
要
で
す
。
一
部
の
プ
ー
ル

は
身
長
制
限
が
あ
り
ま
す
。
障
害
者

減
額
制
度
が
あ
り
ま
す
。
▼
問
い
合

わ
せ

総
合
公
園
プ
ー
ル
管
理
事
務

所
（
和
田
１
１
６
５
）
�
５
５
６
―

９
５
５
５

▼
開
設
期
間

７
月
22
日
（土）
〜
８
月

31
日
（木）
（
計
41
日
間
）
※
天
候
な
ど

の
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
　
▼
開
設

時
間
【
昼
間
の
部
】
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
【
夜
間
の
部
】
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
30
分

▼
利
用
料
金

一

般
・
学
生
（
高
校
生
以
上
）
１
５
０

円
、
児
童
・
生
徒
（
３
歳
〜
中
学
生
）

70
円
、
幼
児
（
３
歳
未
満
）
無
料

▼
そ
の
他

就
学
前
の
子
供
に
は
保

護
者
の
付
き
添
い
が
必
要
で
す
。

一
部
の
プ
ー
ル
は
身
長
制
限
が
あ
り

ま
す
。
障
害
者
減
額
制
度
が
あ
り
ま

す
。
▼
問
い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル

（
本
丸
３
―
５
）
�
５
５
５
―
２
４
５
５

①
監
視
リ
ー
ダ
ー

▼
採
用
期
間

７
月
中
旬
〜
９
月
上

旬
　
▼
勤
務
時
間

午
前
９
時
〜
午

後
５
時
30
分
ま
た
は
午
後
６
時
30
分

〜
９
時

▼
募
集
人
員

若
干
名

▼
応
募
資
格

20
歳
以
上
の
方
「
救

急
法
救
急
員
」
な
ど
の
有
資
格
者
ま

た
は
監
視
員
経
験
者
歓
迎
　
▼
時
給

８
５
０
〜
９
０
０
円
　

②
一
般
監
視
員

▼
採
用
期
間

７
月
中
旬
〜
８
月
31

日
（木）

▼
勤
務
時
間

午
前
９
時
45

分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
た
は
午
後
６

時
30
分
〜
９
時
　
▼
募
集
人
員

25

人
程
度
　
▼
応
募
資
格

高
校
生
以

上
の
方
　
▼
時
給

７
０
０
円
　

▼
申
し
込
み

市
民
プ
ー
ル
で
配
布

し
て
い
る
専
用
申
込
用
紙
（
い
き
い

き
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
能
）
お
よ
び
履
歴
書
（
写

真
貼
付
）
を
持
参
の
上
、
市
民
プ
ー

ル
窓
口
に
て
随
時
受
け
付
け

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

総
合
公
園
プ
ー
ル

オ
ー
プ
ン

市
民
プ
ー
ル
の

夏
期
プ
ー
ル
開
設
　

ご
利
用
下
さ
い

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

市
民
プ
ー
ル

夏
期
限
定
監
視
員

固定資産税・都市計画税・・２期　　介護保険料・・・・・・１期
国民健康保険税・・・・・・１期　　納期限・・・・７月３１日（月）

今月の納税

広告



■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
問い合わせは、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。

■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅に届けています。
ご希望の方は、広報広聴課広報
広聴担当（内線318）までご連絡
ください。

環境にやさしい大豆油インキ
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ゴーヤチャンプル

栄養成分（1人分）
エネルギー146kcal たんぱく質8.6g 脂質11.3g
炭水化物2.1g 塩分0.8g ビタミンＣ38mg

加須保健所管内行田分室地域活動栄養士会

…にが味で食欲増進…

ぎょうだ 

忍
藩
領
の
治
水
と
中
条
堤

148

作り方
①ゴーヤを縦半分に切り、種とワタをとる。斜めに薄く2～3mmに切
り塩少々をまぶしておく。

②①のゴーヤをよく搾り、サラダ油でいためる。ツナ缶を入れ、塩・
コショウで味をつける。卵を溶きほぐして加え、火を通す。

材料（4人分）
ゴーヤ…中1本　塩…小さじ1/2 サラダ油…大さじ1
コショウ…少々　ツナ缶…100ｇ　卵…2個

利
根
川
と
荒
川
に
挟
ま
れ
た
忍
藩
領
に
と
っ
て
、

安
定
し
た
農
業
生
産
と
災
害
対
策
の
た
め
河
川
の

治
水
対
策
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。
近
世
前
期
、

藩
領
と
そ
の
周
辺
で
は
会
の
川
の
締
め
切
り
に
よ

る
洪
水
の
防
止
（
文
禄
３
年
１
５
９
４
）、
備
前
堀

の
創
設
（
慶
長
９
年
１
６
０
４
）、
荒
川
の
締
め
切

り
に
よ
る
荒
川
の
瀬
替
（
寛
永
６
年
１
６
２
９
）

な
ど
両
河
川
の
治
水
対
策
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

会
の
川
の
締
め
切
り
を
行
な
っ
た
の
は
忍
城
主
松

平
忠
吉
の
家
老
小
笠
原
吉
次
、
他
の
２
つ
は
関
東

郡
代
伊
奈
氏
で
す
。
こ
れ
ら
の
土
木
工
事
に
よ
り

藩
領
が
関
東
有
数
の
穀
倉
地
帯
と
な
る
基
盤
が
築
か

れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
武
蔵
国
は

幕
領
・
藩
領
・
旗
本
領

な
ど
が
入
り
組
ん
で
お

り
、
村
落
間
で
の
用
水

の
日
常
管
理
や
普
請
の

面
で
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
寛
永
12
年
、

松
平
信
綱
が
藩
主
の
と

き
に
幕
府
は
忍
藩
領
と

そ
の
周
辺
１
１
１
村
で

忍
領
普
請
組
合
を
設
立

し
ま
し
た
。
忍
藩
が
役

人
を
出
し
て
組
合
を
管
理
指
導
す
る
体
制
が
と
ら

れ
、
寛
永
16
年
以
後
は
阿
部
家
に
引
き
継
が
れ
ま

し
た
。

中
条
堤
は
上
中
条
村
か
ら
北
河
原
村
に
か
け
て

築
か
れ
た
堤
で
、
堤
の
外
側
（
上
郷
）
を
巨
大
な

遊
水
地
と
し
て
利
根
川
の
水
を
食
い
止
め
、
堤
の

内
側
（
下
郷
）
と
な
る
藩
領
を
水
害
か
ら
守
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
上
郷
と
下
郷
で
は
利
害
が
対

立
し
た
う
え
、
上
郷
の
14
村
が
堤
の
普
請
組
合
に

組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
度
々
争
論
と
な

り
論
所
堤
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
貞
享
４
年
（
１

６
８
７
）
に
は
上
郷
の
５
村
が
堤
普
請
の
負
担
を

拒
否
し
た
こ
と
を
下
郷
の
38
村

が
訴
え
、
幕
府
の
評
定
所
ま
で

裁
決
が
持
ち
込
ま
れ
、
下
郷
側

が
勝
利
し
ま
し
た
。
写
真
の
絵

図
は
こ
の
と
き
の
判
決
内
容
を

記
載
し
た
絵
図
で
す
。

近
世
初
期
よ
り
行
な
わ
れ
て

き
た
土
木
工
事
と
河
川
の
管
理

体
制
の
整
備
が
阿
部
家
が
藩
主

と
な
っ
た
17
世
紀
中
期
以
降
に

結
実
し
、
農
業
生
産
と
藩
財
政

を
支
え
て
い
っ
た
の
で
す
。

（
郷
土
博
物
館
　
鈴
木
紀
三
雄
）

中条堤普請争論裁許絵図　貞享4年

ゴーヤは沖縄の野菜と思われている人も多いでしょうが、最近では地場
産のものも多く出回り、手に入りやすくなりました。鮮やかな緑色で表面
のイボに張りがあり、持ったときにずっしりと重いものを選びましょう。
ゴーヤのビタミンC含有量はキャベツの4倍以上で、加熱しても壊れに

くいという特徴があります。ミネラルも多く健康増進に役立つといわれて
います。また、にが味は食欲増進や整腸作用があります。この時期にしっ
かり食べて体調を整え、夏の暑さに負けない体を作りましょう。


